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★あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

今月の「題字」
 小学校  6 年　さくら さん
 　　　 ５年　ちなつ さん

　小学校に通うさくらさん（小６）と
ちなつさん（小５）姉妹に、今月の題
字を書いてもらいました。
　さくらさんは毛筆準５段、硬筆４段
の腕前で、他にも４歳から始めたピア
ノを一生懸命頑張っています。将来は
パティシエになりたいそうです。
　妹のちなつさんは毛筆準４段、硬筆
５段の腕前。ピアノに太鼓、三味線な
どいろいろな習い事を頑張っていま
す。将来は小学校の先生を目指してい
るそうです。
　年が近いせいか、時にはケンカもす
るそうですが、２人とも将来の夢を
しっかりと持ち、その夢に向かって頑
張っている様子が感じられました。

今月の読者プレゼント

NO.82

　今月の読者プレゼントは、サ
ンポートしぶしアピアから「ア
ピア商品券 2000 円分」を５人
の方にプレゼントします。
　詳しくは 27 ページをご覧くだ
さい！
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優しいお兄さんと３人きょうだいです！

高
い
『
志
』
を
持
ち
続
け
、

　
　

世
界
新
記
録
達
成
！

　

岐
阜
市
で
開
催
さ
れ
た｢

ぎ
ふ
清
流
国
体
」

で
、
志
布
志
高
校
３
年
の
山
口
観あ

き
ひ
ろ弘
選
手
が

競
泳
男
子
２
０
０
㍍
平
泳
ぎ
の
世
界
新
記
録

（
２
分
７
秒
01
）を
樹
立
し
、優
勝
し
ま
し
た
。

　

８
月
の
全
国
高
校
総
体
で
は
同
種
目
で
２

分
７
秒
84
を
記
録
し
優
勝
。
さ
ら
に
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
で
は
２
分
７
秒
57

を
記
録
し
、
世
界
記
録
に
０
秒
29
と
迫
り
、

記
録
の
更
新
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
偉
業
に
対
し
、
市
で
は
同
選
手
に

対
し
て
市
民
栄
誉
賞
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を

た
た
え
ま
し
た
。

写
真
：
志
布
志
高
校
で
号
外
を
手
に
す
る
山
口
観
弘
選
手

 山口観弘選手、世界新記録達成！　　　　　        ・・・２

特　集

 エコ通信・志布志モデル海を渡る　     ・・・４

まちの話題 ・・・8

教育委員会情報ネット ・・・12

図書館へ行こう ・・・15

保健師メモ ・・・19

男女共同参画 ・・・20

見て知って定住自立圏・市長コラム ・・・21

文芸 ・・・22

交通事故防止・年金情報 ・・・23

市民の広場 ・・・26

知ってる？消費生活 ・・・30

ストップ滞納 ・・・31

お知らせ・イベント情報 ・・・36

暮らしのカレンダー ・・・40

 
生活習慣病の早期発見・ 早期治療で、生き活きライフ 

目 指 そう特 定 健 診 受 診 率 日 本 一 
志みんな健診で安心プロジェクト 
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志布志モデル
 

 
 

海

を

渡

る　８月下旬、JICA 草の根技術協力事業「フィジーを中心とした大洋州における志布志市
ごみ分別モデルの推進」により、フィジー、ミクロネシア、ソロモン及びバヌアツから各
国廃棄物担当者 14 名の研修員が、志布志市の環境政策を学ぶために来日しました。

特集
地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

志布志モデルを世界へ

　本市では、平成 23 年度から３年間 JICA 草の根技術協力事業を実施しており、今年はその２年目です。この事業は、

住民と行政の共生・協働の取り組みである志布志モデル（ごみを焼却せずに分別して、埋立処分場の減量化と衛生

面の改善を図る取り組み）を対象国に広めようとするものです。

　対象国では、「ごみを分別して出す」という考え方がなく、回収されたごみ

はそのまま野原などに埋め立てられています。そして、その多くは先進国から

入ってくる物で、先進国と同じようなごみが出ています。ほとんどの発展途上

国では、焼却炉を造る技術力も経済力もなく、ごみの処分が大きな問題になっ

ているということです。

　そこで、志布志市の取り組み「志布志モデル」が、途上国の廃棄物管理に役

に立つのではないかと考え、この事業に力を入れて取り組んでいます。 途上国のごみ集積場の様子

ごみステーションや市内の関連企業などを視察

　研修員には、分別排出の方法、ごみステーションの管理のあり方、収集・運搬の方法、中間処理のあり方そして

最終処分の方法など廃棄物管理のシステムを研修してもらいました。8 月 22 日から 9 月 3 日まで志布志市に滞在し、

次のところで視察研修・職場体験を行いました。また今回は、廃棄物管理だけでなく志布志市の産業・文化などに

ついても研修してもらいました。

①衛生自治会が管理しているごみステー
　ションの視察の様子

②生ごみ堆肥化処理施設視察及び職場体
　験の様子

③資源ごみ中間処理施設視察及び職場体
　験の様子

④廃棄物収集運搬職場体験 ⑤清掃センター（最終処分場）視察 ⑥通山農業集落排水処理施設・合併浄化
　槽視察

⑦畑かんの概要（輝北ダム・畑地散水の
　視察）

⑧地元産業等（製茶業、養鰻業、酒造会社、
　港湾）の見学

⑨日本文化体験（大慈寺）、文化財見学
　（山宮神社）

市民皆さんの協力のおかげです

ものを大切に人を大切に

志布志モデルを自国に持ち帰る
　確かにごみを分別して出すことは面倒くさいことです。

　しかし、この面倒くさいことをすることによって良いことがたくさんあります。私たちの「ごみを分別して出す」

という取り組みが、世界の国々で困っている人の助けになるのは素敵なことです。市民皆さんのご協力によりこの

ような事業に取り組むことができます。

　私たちは、使っていらなくなった物をきれいに洗って、袋には名前を書き、出したごみに責任を持ちます。混ぜ

ればごみ、分ければ資源です。 このようにものを大切にする心が人を大切にする心にもつながっていくと思います。 

これからもご協力をよろしくお願いします。

　研修の最終日、「志布志市研修で気づいたこと」

「今後自分の自治体でどのようなことをやっていく

か」などを一人ひとり発表していただきましたが、

ほとんどの研修員が「素晴らしい取り組みだ。是

非自分の国でも志布志モデルを展開したい。志布

志市に感謝する」との発表がありました。

研修最終日に行われたアクションプラン発表
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■問い合わせ先
　市役所市民環境課環境政策係　℡ 474-1111（内線 134）
　志布志支所市民課環境衛生係　　℡ 472-1111（内線 224）
　松山支所市民課市民係　　　　℡ 487-2111（内線 224）

　市では、下記の日程で狂犬病予防集合注射（２回目）
を実施いたしますので最寄りの会場で接種されるよう
お願いいたします。
　今回対象の犬は、生後 91 日以上で、まだ本年度に
狂犬病予防注射を接種していない犬です。

　狂犬病予防法により、生後 91 日以上の犬には登
録と狂犬病予防注射が厚生労働省令で義務付けられ
ています。
◆注射手数料および新規登録手数料

・登録済みの犬…3,000 円  
・新規登録の犬…6,000 円（登録手数料 + 注射手数料）
※ 登録済みの犬がすでに死亡している場合は、その

まま台帳に残りますので、必ず市役所まで届け出
をしてください。犬の飼い主が変わった場合も届
け出が必要です。

※ 犬を登録している方は、通知書を個別に郵送して
おりますので、注射の際に必ずお持ちください。

松山地区
10 月 23 日（火）　　

実施時間 実施場所
9:00 ～ 9:30 新橋地区公民館裏
9:40 ～ 10:10 泰野地区公民館

10:20 ～ 10:50 尾野見地区公民館

有明地区
10 月 24 日（水）　　

実施時間 実施場所
9:30 ～ 9:50 伊崎田青少年館

10:10 ～ 10:30 市役所下畜産指導センター

10:40 ～ 11:00 蓬原青少年館
11:20 ～ 11:40 通山青少年館
13:00 ～ 13:20 農村研修センター（宇都鼻）
13:40 ～ 14:00 原田青少年館
14:20 ～ 14:40 野神青少年館
14:50 ～ 15:10 山重青少年館

志布志地区
10 月 25 日（木）　

実施時間 実施場所
9:20 ～ 9:30 八野構造改善センター
9:45 ～ 9:55 長岡商店前

10:05 ～ 10:15 西横尾下公民館
10:25 ～ 10:35 田屋敷バス停前（沢目記）
10:50 ～ 11:00 夏井公園
11:10 ～ 11:30 天神ドライブイン
11:40 ～ 11:50 旧職業安定所跡
13:20 ～ 13:40 南国輸送㈱（杉原養鶏場付近）

13:45 ～ 13:55 平川商店 ( 清水 )
14:05 ～ 14:15 大田食堂（一丁田）

10 月 26 日（金）　
実施時間 実施場所

9:20 ～ 9:30 農協田之浦事業所
9:40 ～ 9:50 専念寺前

10:10 ～ 10:30 ひばり保育園横
10:40 ～ 10:50 大迫公民館
11:00 ～ 11:10 公設市場駐車場 ( 大原 )
11:20 ～ 11:40 文化会館駐車場
13:10 ～ 13:30 山宮神社
13:40 ～ 14:00 運動公園 ( メインスタンド前）

第 23 回日本ウミガメ会議　志布志湾会議を開催します

　市報８月号に御案内しました「第 23 回日本ウミガメ会議　志布志湾会議」について下記のとおり再度お知ら
せします。志布志市内でウミガメ保護の活動を行っている方も講演をされますので、多くの市民の皆様の参加を
お待ちしております。

◆日程：平成 24 年 11 月 30 日（金）から 12 月 2 日（日）までの３日間
◆時間：11 月 30 日（金）⇒ 16：00 ～　開会式、16：30 ～　「ピーター・プリチャード博士」による講演
　　　　12 月 1 日（土） ⇒ 9：00 ～ 18：00　一般講演、シンポジウム、ポスター発表
　　　　12 月 2 日（日） ⇒ 9：00 ～ 10：45　一般講演
◆場所：志布志市文化会館
◆内容：●ウミガメ生態研究の第一人者である　「ピーター・プリチャード博士」による講演
　　　　●ウミガメ保護などの活動をされている方の講演
　　　　●シンポジウム、ポスター発表など
　※全国でウミガメに関する活動をしている人やウミガメに興味のある人
　　が集まり、ウミガメや砂浜保全について議論を交わします。
◆その他：鹿児島県内にお住まいの方は無料で参加できます。

■問い合わせ先　ウミガメ会議実行委員会 事務局（市民環境課 環境政策係） ℡ 099-474-1111（内線 134）

平成 24 年度狂犬病予防集合注射（ ２回目 ） のお知らせ 新 ご み 分 別 が ス タ ー ト し ま す

10 月からごみ分別の一部が変更になり、新しいごみ分別が始まりました。
変更になった品目は、「新聞紙」「チラシ」「雑誌」「雑古紙」「小型家電※」で、その内容は下の図のとおりです。
市民の皆様のご協力をお願いします。

※小型家電は 10 月から試行開始。平成 25 年４月から本格実施。

今まで 10月から

分別の区分 対象となるもの 出し方 分別の区分 対象となるもの 出し方

⑧ 新聞紙
新聞紙
（朝刊、夕刊紙、ス
ポーツ紙）

新聞紙だけを紙ひもで縛っ
て、資源ごみで出す。※チラ
シは取り除きます。

新聞紙
・

チラシ
新聞紙、折込チラシ

新聞紙、折込チラシを紙ひも
で縛って、資源ごみで出す。

⑨ チラシ 新聞折込チラシ
チラシだけを紙ひもで縛っ
て、資源ごみで出す。

⑩ 雑誌
書籍、マンガ本、週
刊誌、ノート、雑誌
（製本されたもの）

製本された書籍などを紙ひも
で縛って、資源ごみで出す。

    小型家電

デジタルカメラ、ビ
デオカメラ、携帯電
話、電卓、リモコン
他、13品目の家電
に限定

対象となる13品目の家電を
資源回収用コンテナに出す。

小型家電

資源回収用コンテナ
に入るサイズのコン
セント電源又は電池
電源の家庭用小型家
電
※ただし、家電リサ
イクル対象機器、パ
ソコンは除く

対象となる小型家電を資源回
収用コンテナに出す。

例）ドライヤー、電気ポッ
ト、電気炊飯器、携帯電話、
ゲーム機など

※コンテナに入らないサイズの家電は粗大ごみで出します。ま
た、分解した家電は対象になりません。

ポイント！
「⑧新聞紙」と「⑨チラシ」が一緒に出せるようになりました

雑　誌
・

雑古紙

書籍、雑誌（製本さ
れたもの）、封筒、
はがき（再生紙にリ
サイクルされるも
の）

製本された書籍等、封筒、ハ
ガキ、カレンダーを紙ひもで
縛って、資源ごみで出す。

⑪ 雑古紙

封筒、はがき、広報
誌、カレンダー
（再生紙にリサイク
ルされるもの）

封筒、はがき、カレンダーな
どを紙ひもに縛って、資源ご
みで出す。 ポイント！

「⑩雑誌」と「⑪雑古紙」が一緒に出せるようになりました

ポイント！
小型家電の対象が「13品目限定」から「コンテナに入るサイ
ズのコンセント又は電池電源の家電」に変わりました

29

■問い合わせ先：市民環境課 環境政策係 ℡ 099-474-1111（内線 134）

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

不 法 投 棄 監 視 カ メ ラ を 設 置 し ま す

　本市は、廃棄物の不法投
棄対策として、環境パトロ
ール員による市内巡回、不
法投棄廃棄物等の回収を行
うとともに、不法投棄原因
者への指導、未然防止のた
め市民への啓発活動を行っ
ています。
　しかしながら、依然とし
て路上のポイ捨てごみや、山中の崖下など人目につかない場所への不法投棄は後を絶ちません。
　このため、不法投棄の未然防止を図るとともに、不法投棄原因者が投棄した廃棄
物の適正な処理を推進することを目的に監視カメラを設置することとなりました。
市内の不法投棄多発地区を対象に設置し、設置場所には監視カメラ作動中であるこ
とを表示した啓発看板を併せて設置することで、抑制効果を高めていきます。
　不法投棄防止には、市民の方々の協力が必要です。空地や手入れのされていない
土地は不法投棄されやすいようです。ご自分の土地はしっかり管理されるよう、よ
ろしくお願いします。
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小
治
会
長
は
「
今
回
の
受
賞
は
歴
代
の

会
長
の
努
力
の
賜
物
で
す
。
今
後
も
会
員

一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

積極的な活動が評価されました

県
大
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で
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賞
！
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園
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で
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れ
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、
第
24
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に
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。
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原　
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乃
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年
）

　

上
原　
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人
（
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小 　

6
年
）
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蓮
斗
（
有
明
保
育
園 

年
中
）

　

石
山　

友
樹
（
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布
志
小 

4
年
）

　

同
道
場
で
は
週
に
2
回
、
志
布
志
運
動

公
園
体
育
館
横
の
武
道
館
で
、
保
育
園
児

か
ら
成
人
ま
で
の
34
名
が
一
緒
に
練
習

し
、
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

今後の活躍に期待しています！

歩
行
者
の
安
全
の
た
め
に

　

９
月
24
日
、
通
山
小
学
校
周
辺
の
国
道

と
市
道
で
、「
交
通
安
全
総
点
検
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
、
関

係
機
関
な
ど
60
人
が
参
加
し
、
歩
き
な
が

ら
通
学
路
に
異
常
が
な
い
か
、
歩
行
者
へ

の
対
策
が
進
ん
で
い
る
か
な
ど
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
点
検
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
通
山

小
学
校
の
６
年
生
25
人
が
車
イ
ス
の
擬
似

体
験
学
習
を
行
い
、
車
椅
子
を
利
用
す
る

大
変
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

点
検
終
了
後
、
通
山
小
で
行
わ
れ
た
点

検
箇
所
の
発
表
と
意
見
交
換
会
で
は
、「
国

道
は
歩
道
が
広
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は

車
椅
子
で
も
通
り
や
す
い
。
早
急
に
歩
道

を
広
く
す
る
工
事
を
進
め
て
ほ
し
い
」
な

ど
様
々
な
意
見
が
で
ま
し
た
。

改善に向けた検討がなされます

支
援
金
贈
呈
式
が
あ
り
ま
し
た

　

８
月
30
日
、
JA
そ
お
鹿
児
島
と
JA
あ
お

ぞ
ら
か
ら
、
交
通
事
故
対
策
事
業
に
係
る

支
援
金
が
寄
付
さ
れ
、
そ
の
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
JA
そ
お
鹿
児
島
の
竹
内

和
久
常
務
理
事
か
ら
「
市
内
の
交
通
事
故

対
策
の
推
進
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
目

録
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
JA
あ
お
ぞ
ら
の
山
川
政
文
常
務

理
事
か
ら
は
、本
支
援
金
で
購
入
し
た「
交

通
安
全
指
導
車
」の
贈
呈
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
支
援
金
で
は
、
市
内
に
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
す
る

な
ど
、
今
後
、
市
内
の
安
全
、
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
よ
り
一
層
交
通
事
故

対
策
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

多くの人が参加、交通安全を呼びかけました

１
０
０
０
人
街
頭
立
哨
パ
レ
ー
ド

　

９
月
21
日
、
交
通
安
全
推
進
の
た
め
市

内
の
国
道
、
県
道
沿
い
で
１
０
０
０
人
街

頭
立
哨
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
パ
レ
ー
ド
は
、
毎
年
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
行
っ
て
い
て
、

参
加
者
も
年
々
増
加
し
、
今
年
は
約
１
、

９
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

志
布
志
警
察
署
の
白
バ
イ
や
パ
ト
カ

ー
、
交
通
事
故
な
く
し
隊
、
や
っ
ち
く
ラ

イ
ダ
ー
隊
、
ブ
ル
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
青
パ
ト
隊
な
ど
に
よ
り
盛
大
な

パ
レ
ー
ド
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
道
沿
い
と
県
道
沿
い
以
外
の

各
小
・
中
学
校
に
お
い
て
も
正
門
前
等
で

街
頭
立
哨
が
実
施
さ
れ
、
広
く
交
通
安
全

啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

そ
ば
づ
く
り
体
験
交
流

　

９
月
９
日
、
有
明
町
蓬
原
の
畑
で
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
愛
訪
会
主
催
に
よ
る
「
子
ど
も

と
障
が
い
者
の
交
流
に
よ
る
そ
ば
づ
く
り

体
験
活
動
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
活
動
は
昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
の

開
催
で
、「
子
ど
も
ゆ
め
基
金
」
を
活
用

し
、内
容
も
よ
り
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
作
業
の
前
に
１
時
間
程

度
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
や
、
食
の
安
全
に
つ
い

て
、
そ
ば
の
播
種
の
注
意
事
項
な
ど
の
講

話
や
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
車
し
て
の
記
念

撮
影
な
ど
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
40
人
の
参
加
が
あ
り
、
障
害

者
就
労
支
援
施
設
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
藤
の

森
の
利
用
者
と
地
元
農
家
の
鉾
立
義
人
さ

ん
の
協
力
で
、
38
ア
ー
ル
の
畑
に
そ
ば
の

種
ま
き
を
し
ま
し
た
。

交流とそばの種まき、貴重な経験でした

空
手
で
全
国
大
会
へ
！

　

8
月
26
日
、
東
京
代
々
木
第
二
体
育
館

で
行
わ
れ
た
第
28
回
全
日
本
硬
式
空
手
道

選
手
権
大
会
に
、
成
武
館
の
木
迫
大
翔
さ

ん
（
通
山
小
６
年
）、服
部
月
祈
さ
ん
（
通

山
小
３
年
）、
服
部
輝
羅
さ
ん
（
通
山
小

１
年
）
が
出
場
し
、
素
晴
ら
し
い
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

　

小
学
１
年
生
の
部
で
優
勝
し
た
服
部
輝

羅
さ
ん
は
、「
兄
弟
そ
ろ
っ
て
優
勝
で
き

る
よ
う
に
、
今
後
も
練
習
に
励
み
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
空
手
道
に
つ

い
て
、「
勝
負
だ
け
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な

く
、
相
手
を
い
た
わ
り
、
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
な
い
な
ど
の
精
神
を
培
う
た
め
に

日
々
練
習
し
て
い
ま
す
」
と
黒
石
清
美
館

長
は
話
さ
れ
ま
し
た
。

初めての全国大会優勝！

い
つ
ま
で
も
お
元
気
に

　

９
月
14
日
、
市
内
の
最
高
齢
と
白
寿
の

方
を
市
長
・
議
長
・
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
が
訪
問
し
、長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
で
は
、
９
月
１
日
現
在
、
65

歳
以
上
の
方
１
０
０
４
２
人
が
生
活
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
総
人
口
の
29
・
70

㌫
で
、
１
０
０
歳
以
上
の
方
は
22
人
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

市
の
最
高
齢
者
は
、
５
年
連
続
で
松
山

町
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
っ
ち
く
の

盛
田
ツ
子
さ
ん
で
明
治
38
年
生
ま
れ
、
今

年
で
１
０
７
歳
で
す
。

　

市
の
発
展
の
基
礎
を
創
ら
れ
た
高
齢
者

の
皆
様
に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え

す
る
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
お
元
気
で
長

生
き
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ますますお元気で！

交通安全のために活用します！
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今後もさらに活躍してください！
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全
九
州
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
夏
季

　

水
泳
競
技
大
会
に
出
場
し
ま
し
た

　

8
月
30
日
と
31
日
、
佐
世
保
市
で
行
わ

れ
た
第
35
回
全
九
州
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

夏
季
水
泳
競
技
大
会
に
志
布
志
ド
ル
フ
ィ

ン
ズ
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
か
ら
13
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

大
会
中
、
台
風
の
接
近
に
よ
り
競
技
が

一
時
中
断
す
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
が
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
与
え
ら

れ
た
条
件
の
中
で
皆
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
安
田
和
磨
さ
ん
（
志
布
志
中

2
年
）が
４
０
０
㍍
自
由
形
で
７
位
入
賞
、

ま
た
東
丸
周
平
さ
ん
（
志
布
志
中
１
年
）

が
50
㍍
平
泳
ぎ
で
４
位
、
１
０
０
㍍
の
平

泳
ぎ
で
７
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

絵
と
書
道
で
癒
し
を
…

　

志
布
志
郵
便
局
で
有
明
町
伊
﨑
田
在
住

の
東
八
重
香
織
さ
ん
の
絵
と
書
が
20
点
ほ

ど
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
八
重
さ
ん
は
栃
木
県
出
身
で
、
結
婚

を
機
に
志
布
志
市
で
の
生
活
を
始
め
ら
れ

ま
し
た
。
家
業
で
あ
る
製
茶
業
と
そ
の
販

売
に
携
わ
る
う
ち
に
、
お
客
様
へ
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始

め
た
書
道
と
以
前
か
ら
続
け
て
い
る
絵
本

製
作
の
活
動
を
組
み
合
わ
せ
た
作
品
が
見

る
人
の
心
を
和
ま
せ
ま
す
。

　

今
回
多
く
展
示
し
て
あ
る
イ
ル
カ
の
絵

は
以
前
絵
本
を
製
作
す
る
た
め
に
描
い
た

も
の
で
、
周
り
の
人
へ
の
感
謝
と
癒
し
が

込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

10
月
末
ま
で
展
示
予
定
で
、
イ
ル
カ
ラ

ン
ド
で
も
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

展示されている絵と書に癒されます

地
方
自
治
発
展
へ
の
尽
力
に
旭
日
単
光
賞

　

元
松
山
町
議
会
議
員
の
故
有
馬
和
増
さ

ん
が
、
町
政
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
た
め

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
と
し
て
「
旭
日
単

光
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

有
馬
さ
ん
は
昭
和
34
年
に
旧
松
山
町
議

会
議
員
に
初
当
選
さ
れ
て
以
来
、
昭
和
54

年
ま
で
通
算
5
期
20
年
の
永
き
に
わ
た

り
、
議
会
の
健
全
な
発
展
に
努
力
を
重
ね

る
な
ど
、
広
く
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
社
会
福
祉
、教
育
、

農
業
な
ど
の
分
野
で
も
大
き
な
功
績
を
残

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
け
ぼ
の

園
」
で
は
昭
和
60
年
か
ら
10
年
の
間
園
長

を
務
め
ら
れ
、
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
の

た
め
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

松山町政の発展と住民福祉に大きく貢献されました

ボランティア清掃を行いました

　９月 28 日、介護老人保健施設あ
りあけ苑の職員 25 人の皆さんが、
同施設周辺の道路や国道などの清掃
を行いました。
　秋晴れの朝、涼しさを感じながら
ありあけ苑周辺の美化活動のため約
1 時間ほど作業を行い、多くのごみ
を拾いました。
　参加した人は「缶の投げ捨て、タ
バコのポイ捨てが多かった。今後も
地域の美化活動に貢献したい」と話
していました。

早朝からの活動、お疲れ様でした

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た

　

９
月
11
日
、
尾
野
見
グ
ル
ー
プ
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
会
員
17
名
で
構
成
さ

れ
、
松
山
町
尾
野
見
地
区
で
活
動
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。
毎
年

敬
老
の
日
に
合
わ
せ
て
75
歳
以
上
の
高
齢

者
を
訪
問
、
手
作
り
の
お
菓
子
な
ど
を
配

布
し
、
地
域
の
繋
が
り
を
密
に
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
志
布
志
市
農
村
婦
人
の
家
で

手
作
り
し
た
ふ
く
れ
菓
子
を
、
約
２
０
０

世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
代
表
の
津
曲
美
奈
子
さ
ん

は
、「
地
域
の
お
年
寄
り
を
知
る
た
め
に

活
動
し
て
い
る
が
、
お
年
寄
り
に
も
繋
が

り
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。
毎
年
喜
ん
で

も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
来
年
以
降
も
続
け

て
活
動
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

皆さんの笑顔のために作りました！

車イスの寄付がありました

　9 月 25 日、有明町宇都鼻グラウン
ドで車いすの贈呈が行われました。
　志布志市社会福祉協議会に車イス
2 台を寄付したのはグラウンドゴル
フボランティアの会（北村貞志会長）
の皆さんで、ホールインワンを出し
た時に 100 円ずつ募金し、社会福
祉のために活用しています。
　寄付を受けた同社会福祉協議会で
は、車イスを小中学校の社会福祉体
験学習で活用し、地域の社会福祉の
向上に役立てます。

社会福祉に役立てます！

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
！

　

9
月
４
日
、
有
明
小
学
校
で
元
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
の
塩
屋
清
文
氏
に

よ
る
体
力
向
上
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
の

交
流
を
と
お
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心

を
高
め
体
力
向
上
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、全
国
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
４
・
５
・
６
年
生
の
児
童
は
ボ

ー
ル
を
使
っ
た
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
や

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
じ
、
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
12
日
に
は
安
楽
小
学
校
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
で
３
回

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
佐
伯
美
香

氏
に
よ
る
同
事
業
が
開
催
さ
れ
、
児
童
た

ち
は
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
ゲ
ー
ム
な
ど

を
通
じ
て
学
び
ま
し
た
。２
人
の
講
師
は
、

何
事
に
も
夢
や
目
標
・
目
的
を
持
っ
て
取

り
組
む
事
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

講師の塩屋清文さん（バスケットボール）

講師の佐伯美香さん（バレーボール）

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
へ
の
出
品
決
定
！

　

８
月
30
日
、
姶
良
中
央
家
畜
市
場
に
お

い
て
第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児

島
県
最
終
予
選
会
が
開
催
さ
れ
、
先
に
行

わ
れ
た
曽
於
地
区
予
選
会
に
お
い
て
曽
於

地
区
代
表
と
し
て
選
ば
れ
た
12
頭
が
本
市

か
ら
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
種
牛
の
部
の
７
部
門
に
合
計
81

頭
が
出
品
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
第
１
区

（
若
雄
）
に
出
品
し
た
（
有
）
徳
重
義
種

畜
場
の
「
忠
久
勝
」
号
、
第
４
区
（
系
統

雌
牛
群
）に
出
品
し
た
津
町
学
さ
ん
の「
た

け
や
ま
３
」号
及
び
樽
口
妙
子
さ
ん
の「
ひ

め
の
」
号
が
県
代
表
と
し
て
決
定
し
、
10

月
25
日
か
ら
29
日
ま
で
長
崎
県
で
開
催
さ

れ
る
第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
へ
出

品
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（有）徳重義種畜場の「忠久勝」号

「たけやま３」号（左）及び「ひめの」号
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高
齢
者
住
宅
無
料
点
検
が
あ
り
ま
し
た

　

９
月
29
日
、
曽
於
地
区
電
気
工
事
業
共

同
組
合
青
年
部
（
天
野
仁
志
部
長
）
の
皆

さ
ん
に
よ
る
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
電
気

無
料
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
年
に
１
回
、
同
組
合
が
曽

於
地
区
の
中
か
ら
一
つ
の
地
域
を
対
象
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
世
帯
や
障
が
い
者
世
帯
を
訪
問
し
、

火
災
の
原
因
と
な
る
漏
電
の
点
検
や
自
分

で
交
換
す
る
こ
と
が
難
し
い
電
球
の
交
換

な
ど
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
、
松
山
町
が

訪
問
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

点
検
は
各
事
業
所
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
地
域
に
信
頼
の
あ
る
民
生
委
員
の
皆

さ
ん
が
道
案
内
役
と
し
て
同
行
し
、
申
し

込
み
が
あ
っ
た
約
50
件
の
高
齢
者
宅
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

やっちくふれあいセンターで出発式を行いました

夜
の
飲
食
街
お
月
見
フ
ェ
ア
ー
開
催
！

　

9
月
28
日
、「
夜
の
銀
座
街 

大
捜
査
線
」

と
題
し
、
第
１
回
志
布
志
夜
の
飲
食
店
お

月
見
フ
ェ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
は
、
志
布
志
市
観
光
特
産

品
協
会
に
よ
る
も
の
で
、
志
布
志
の
夜
の

飲
食
街
の
活
性
化
を
目
的
に
、
安
心
、
安

全
に
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
実
現
し
ま
し
た
。

　

同
協
会
の
加
盟
・
協
力
店
21
店
舗
で
は

店
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
多
く
の

人
が
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
加
盟
店
か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
り
、
会
場
の
盛
り
上
が
り
を
生
中

継
で
配
信
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
協
力
店
舗
を
増
や
し
、
イ
ベ
ン

ト
を
続
け
て
い
く
予
定
と
い
う
こ
と
で
す
。

大いに盛り上がりました

13　市報しぶし■ 2012.10
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　　・本　館　　　毎週土曜日　　    午後２時 ～
　　・有明分館　　10 月 20 日（土）午前 10 時
　　・松山分館　　10 月 27 日（土）  午後２時
　

  図書館へ行こう！

一 冊 の 本 と の 出 会 い が あ な た の 人 生 を 変 え る！

図 書 館

情

報
■�休館日（本館及び各分館・移動
図書館車の全てが休みになり
ます）

○ かみふうせん（お話し会）14 時〜
○本館お話し会（読み聞かせ会）14 時〜

■問い合わせ先　志布志市立図書館 　Tel 472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

毎月 23 日は
「子どもといっしょに読書の日」
お は な し 会 へ 出 か け よ う ！

 おかげ様で開館 15 周年！これからも皆様に親しまれる図書館に…‼
休館日カレンダー（本館）

October　10 月
日 月 火 水 木 金 土

12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

November　11 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

○

○

○

○

○

○

総合司会　　じゃっどん小野ちゃん

前夜祭　　　松山城ライトアップ、立花秀樹ショー、

　　　　　　ちりめん太鼓　ほか

本祭　　　　奉納武者行列・山積み野菜の大盤振舞い

　　　　　　さむらい鍋の無料配布

　　　　　　やっちく団子・こんにゃく・甘酒の無料配布

　　　　　　さゆり保育園お遊戯、内之野郷土芸能披露

　　　　　　島津健ショー、西尾夕紀ショー　ほか

イベント　　大抽選会、からくり忍者屋敷、なんまいダー

　　　　　　ツ、ストラックアウト、ふわふわ、やっちく

　　　　　　サスケ、通行手形（先着 2,000 名様無料配布）

　　　　　　ふれあい動物園、志 4大イベント スタンプラリー

と　き　　11 月 10 日（土）前夜祭　午後６時 00 分開催

　　　　　11 月 11 日（日）本祭　　午前８時 45 分開門

ところ　　志布志市松山城山総合公園内特設会場

　　　　　※赤ちゃん・お子様の休憩施設もあります。

　　　　　　家族連れで遊びに来て下さい。

ホームページ【リニューアル（ブログ追加）】

　http://yattiku.net/

必見！
松山城高さ 18 ｍ、幅 27 ｍ

新二ノ丸（新築）
まつり期間中しかご覧になれません！

大隅の國やっちく松山藩
第 24 回 秋の陣まつり

志布志、有明方面から「やっちく松山藩　秋の陣まつり」までシャトルバスを運行します！
＊行き＊　志布志市駐輪駐車場　　　    有明改善センター 　　     城山広域公園　　　

　　　　 　（駅前公共駐車場） 　  ⇒    （庁舎横駐車場）     ⇒    （メイン会場前）　

     　　 ①　７：３０　　　　　　　　   ７：５０　　　　　　　　 ８：１５

　　　　　②　８：５５　　　　　　　　　 ９：１５                 ９：４０

        　③　１０：２０　　　　　　　　１０：４０　　　　　　　 １１：０５

＊帰り＊

城山広域公園

（メイン会場前）

14：50　発

16：15　発

第７回志布志市ふるさとまつり IN 有明
　日時：平成 24 年 12 月２日（日）　小雨決行

　　　　午前９時　～　午後４時

　場所：有明開田の里公園（市役所本庁の東）

　　　　無料ふるまいや各種イベントなどさまざまな催し物を開催

★フリーマーケット出店者大募集★

【出店要項】 ◆出店料 ： 1,000 円　　◆募集店舗数 ： 24 店舗

　　           ◆申込期間 ： 10 月 11 日（ 木 ） ～  10 月 31 日（ 水 ）

　　           ◆その他 ： 応募多数の場合は市内の方を優先。

　　　　　　　           また場所の割り振りは実行委員会で行います。

■問い合わせ先　しぶしポッポ倶楽部　090-8229-3629

＊その他、イベント内容等については市のホームぺージをご覧ください。
■問い合わせ先：ふるさとまつり有明実行委員会（港湾商工課観光物産係）

TEL 099-474-1111　FAX 099-474-2281

◆図書貸出の宅配サービスの希望者を引き続き

　募集します！

◆第７回志布志市読書感想文・感想画コン　

　クール作品を募集します！

※詳細は、市報８月号「図書

　館へ行こう」並びに志布志

　市立図書館のホームページ

　をご覧ください。

◆ 10 月 27 日から 11 月 9 日

　まで読書週間です。秋の夜長

　を読書にいそしみませんか。

市立図書館開館 15 周年記念・市芸術文化振興会講演会

「サトシンとおてて絵本であそぼう！」
　NHK 教育テレビで放送中の「みいつけた！」で人気コーナーの「おて
て絵本」を考案したサトシン（佐藤 伸 ）さんが、志布志にやってくるよ！
　えほんの読み聞かせもあるよ。みんな、おいでよ！

◆日時：11 月７日 ( 水 ) 19:10 開演 ＜入場無料＞

◆場所：志布志市立図書館

■問い合わせ先：志布志市立図書館　099-472-3322

　志布志市立図書館では新図書館システムが 10 月２日からスタートしました。新機
能としてパスワードを取得することにより、パソコンや携帯電話で、図書館のホーム

ページから本の予約ができます。また、予約本の確保連絡がメールにより配信され、あわせて個人の予約状況、
貸出状況の確認もできます。あなたの読みたい本が入荷したら、メールでお知らせ（利用者が事前にキーワー
ド【例：東野圭吾】を登録しておくと、該当する図書が、登録されたタイミングで自動的にメールを送信）します。
　読書活動推進のサービスとして、本がイメージできる本の表紙の画像が見られます。また、子ども向けの本の
検索ができる子ども用パソコン２台と、調べ学習用として、インターネット検索用パソコン３台を新たに設置しま

した。
　また、県内初の子ども向け読書情報提供
システム『ほんナビきっず』との連携で、
子どもたちの読書活動を支援します。
　読書の秋です。皆様のご来館をお待ちし
ています。

図 書 館 の 新 シ ス テ ム が ス タ ー ト し ま し た ！
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体 力 向 上
推 進 事 業

目　　的
児童生徒の体力の実態を把握し、体力の向上に努めるとともに、教員の
体育（保健体育）の授業における指導力向上を図る。

反 省 及 び 評 価 点

●市内全校で体力・運動能力調査を実施し、市全体の児童生徒の体力の実態を分析し、傾向を把握した。
●中学校武道必修化全面実施となる平成 24 年度においては、授業のさらなる充実に向けた教員
　の指導力向上のために、各種研修会への積極的参加を指導するとともに、事故防止のための
　徹底した取組の充実を図る。

外部評価委員の意見
児童生徒の自力登校や一校一運動等の充実と継続については、保護者の
理解のもと今後とも精力的に取り組んでほしい。

志 布 志 地 域
公 民 館 管 理
運 営 事 業

目　　的
生涯学習及び地域（校区公民館）活動の拠点施設である条例公民館等を、
市民の要望に応じた利用しやすい環境に整備することにより、利用者の
利便性向上や生涯学習施設としての利用促進を図る。

反 省 及 び 評 価 点
「きめ細かな交付金事業」を活用して、各条例公民館等の備品整備や志布

志地区公民館及び安楽地区公民館、香月地区公民館の改修工事を実施す
ることができた。

外部評価委員の意見
生涯学習の拠点となる公民館の施設の充実は必要不可欠のことであるの
で、駐車場等の整備と併せて、利用しやすい生涯学習施設としての益々
の充実を望む。

志布志城跡史
跡公有化事業

目　　的
志布志城跡指定区域を史跡公園として環境整備するため、国の補助事業
の採択をうけ公有化し、整備を推進する。

反 省 及 び 評 価 点
指定区域内の１筆だけが、用地交渉が不調に終わり残ってしまった。今後、
継続的に所有者との交渉を行い、指定区域全域の公有化を目指したい。

外部評価委員の意見
全国的にも有名な本市の史跡の保護・整備は重要なことなので、関係課と
の連携を図りながら、保存・活用に向けて事業の推進を図ってほしい。

しぶしポート
マ ラ ソ ン 大
会 活 動 事 業

目　　的
「しぶし」の地名を全国的に広め、健康であることの素晴らしさ、走るこ

との喜びと参加者相互のふれあいを深め、和やかな心を養い、さわやか
に「しぶし」を走ってもらう。

反 省 及 び 評 価 点
年々、徐々に参加者が増えつつあり、最低目標の 1,000 人まであと少しという状況で
あるが、まだまだ他の市民マラソンの規模には程遠い。コース自体はほとんどフラッ
トのため、参加者からは好評である。

外部評価委員の意見
スポーツ活動の充実・発展は市民の健康で明るい人生の一役を担うこと
なので、市政の方向と歩調を合わせながらネーミングの工夫も含め、益々
の充実を期待する。

生 徒 指 導
推 進 事 業

目　　的
●学校・家庭・地域・関係機関等が連携を図りながら、よりよい生徒指
　導態勢を確立する。
●いじめ問題、不登校問題の的確な把握、早期解決に努める。

反 省 及 び 評 価 点
スクールソーシャルワーカー配置事業を市単独事業にしたことで、児童
生徒、保護者、学校の実態に応じた訪問活動が可能になり、新規不登校
児童生徒の発生を抑えられた。

外部評価委員の意見
最近の高度情報化の進展により、子どもたちは、あらゆる誘惑の波にさ
らされている現状を鑑み、青少年の健全育成の面からも、心の教育の一
層の推進を図ってもらいたい。

教育委員会委
員の活動状況

目　　的
毎月の定例会、教育委員研修会、学校訪問、学校経営報告会、入学式、
卒業式、その他各種行事への出席

反 省 及 び 評 価 点

今後の市全体の児童生徒の学習環境の整備・充実、学校運営上の課題解決等を図るた
め、「学校再編基本計画及び第１次実施計画」を策定した。教育の原点は家庭である
との認識のもと、学校教育・社会教育・家庭教育の推進に常に関心を持ちながら取り
組みたい。

外部評価委員の意見
教育委員会は常に、その中立性を堅持し、公教育の振興・充実を支え、
正しく監視する役目をもっているので、本市の公教育を担う学校の指導・
監督や生涯学習及び地域の教育力充実等に努めてほしい。

志 布 志 市 立
学校規模適正
化 推 進 委 員
会 運 営 事 業

目　　的
市立学校の規模の適正化を図り、もって学校教育の推進及び教育環境の
向上に資する。

反 省 及 び 評 価 点
平成 23 年９月には、「中学校再編計画骨子（案）」を決定し、地区説明会やパブ
リックコメント（意見募集）の結果等を踏まえ、平成 23 年 12 月、「学校再編基
本計画及び第１次実施計画（案）」を決定し、所期の目的を達成することが出来た。

外部評価委員の意見
平成 18 年から本年まで学校の規模・配置の在り方検討委員会や学校規模
適正化推進委員会の委員の方々の御協力により、学校再編基本計画及び
第 1 次実施計画の決定をみたので、この計画の円滑な実施を望む。

学 力 向 上
推 進 事 業

目　　的
児童生徒の学力の実態を的確に把握するとともに、学力向上に向けた対
策を講じ、確かな学力の向上・定着を図る。

反 省 及 び 評 価 点
●国語力向上のための各学校の取組（「国語力に関する実践事例集」）をとりまとめ、
　市内全ての小・中学校に配付することができた。
●学習のゴール（まとめ）を明確にした授業づくりを指導していく必要がある。

外部評価委員の意見
一定の学力を身に付けることは、、知育・徳育・体育の調和のとれた人間
の完成を目指す手段であることを児童生徒に認識させるとともに、教員
の指導力向上にも、なお一層、工夫してもらいたい。

奨 学 金 シ ス
テ ム 機 能 追
加（ 口 座 引
落 等 ） 事 業

目　　的
平成 18 年度に導入したシステムに、口座引落などのシステム機能を追加
し、返還の簡素化や、納付書発行・送付などの各種事務の簡素化及び迅
速化、並びに滞納額や滞納人数などのデータ管理の徹底を図る。

反 省 及 び 評 価 点
口座引落システムの導入により、「金融機関の窓口に出向く（特に鹿児島県外は郵便局のみ
であったため、わざわざ探す必要が無くなった）」「送付された納付書の管理」などが不要に
なることで返還者の負担軽減及び利用者への納付書の出力・発送業務の簡素化が図られた。

外部評価委員の意見
価値観の多様化等により奨学金未納者の増えるなか、返還システムの改
善等に努力されているようであるが、今後とも根気強く返還業務の遂行
に努めてもらいたい。

志 布 志 市 教 育 委 員 会 の 外 部 評 価 を 公 表 し ま す
　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 27 条の規定に

基づき、志布志市教育委員会では５名の学識経験者で構成する

外部評価委員会を７月５日に開催し、平成 23 年度の教育委員

会の主な事務事業について、点検及び評価を行い、評価報告書

を議会に提出しましたので、その概要をお知らせします。

　教育委員会では、この点検・評価をも

とに、これまで以上に効果的な教育行政

の推進に努めてまいります。

外部評価委員 しおかぜ公園の視察
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～心と体のためにより良い睡眠を～

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課  TEL 474-1111　志布志支所福祉課   TEL 472-1111　松山支所市民課  TEL 487-2111
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どの子にも　涼しく風の　吹く日かな

（飯田龍太）

　6月の市議会で平成 26 年４月１日に本校と田之浦中

学校、出水中学校の３校が統合することが決定しました。

自分たちの母校が閉校となり、志布志中学校で学ぶこと

となる両校の生徒、保護者、地域の皆様の心境を思うに

期待感よりも不安感や寂しさの方が大きいことは、想像

に難くありません。それゆえ両校の生徒さんを迎える私た

ち志布志中学校の責任の重さを感じずにはおられません。

　現在、統合に向けて制服や通学カバン等をどうするか、

また、遠距離通学になるので通学バスの運行をどうする

か、検討が始まりました。そういうことについては、き

ちんと整理しながら市教育委員会と協議を重ね、準備し

ていきます。しかし何より大事にしたいことは、両校の

生徒さんを温かく迎える私たち志布志中生徒の気持ちで

す。慣れ親しんできた校舎を離れ、大所帯の志布志中学

校で学習することになるわけですから、不安も大きいこ

とと思います。その不安を少しでも軽くしてあげること

が私たちの務めです。

　不安をかかえて志布志中学校に通うことになる人たち

の気持ちも考えて、これからの学校生活を送ってほしい

と、上述したことを全校朝会や１学期の終業式で本校生

徒に話をしました。

　中学校統合準備委員会の委員長ということで、私の責

任も重くなりますが、田之浦中学校、出水中学校の生徒

さんを本校に迎えた時、志布志中学校の生徒全員に心地

よい涼風が吹き、楽しく学校生活が送れるよう頑張りた

いと思いますので、御協力をよろしくお願いします。

　中学校統合準備委員会委員長

　志布志中学校長　　堀　正信

■中学校統合準備委員会開催計画（予定）

　８月８日第１回の会議を開き、学校再編の経緯、中学

校統合準備委員会等設置規程の説明・報告の後、次のと

おり委員会開催計画を決定しました。

　　　第２回会議：平成２４年１１月

　　　第３回会議：平成２５年　２月

　　　第４回会議：平成２５年　７月

■志布志地区中学校統合準備委員会委員

　氏　　名 　職　　名

堀　 正 信 志布志中学校長

原 口　 健 児 志布志小学校長

尾場瀬　優一 香月小学校長

新馬場　紀雄 安楽小学校長

加治木　達哉 田之浦中学校長

宮 園　 勝 彦 田之浦小学校長

髙 島　 英 夫 森山小学校長

曽 木　 與 英 出水中学校長

藏 滿　 直 子 潤ケ野小学校長

木 村　 勝 志 志布志中学校ＰＴＡ代表

重 森　 孝 治 田之浦中学校ＰＴＡ代表

撿 崎　 秀 雄 田之浦小学校ＰＴＡ代表

松 木　 正 文 森山小学校ＰＴＡ代表

日 髙　 政 広 出水中学校ＰＴＡ代表

内 園　 公 康 潤ケ野小学校ＰＴＡ代表

村 岡　 正 親 田之浦校区公民館代表

藤 山　 忠 四浦校区公民館代表

森 村　 善 治 森山校区公民館代表

伊 地 知　 孝 潤ケ野校区公民館代表

安樂　泰次郎 八野校区公民館代表

吉 松　 弘 文 前市公連志布志支部長

８月８日第１回志布志地区中学校統合準備委員会を開催しました

次回は、11月に発行予定です。
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み
な
さ
ん
は
十
分
な
睡
眠
が
と
れ

て
い
ま
す
か
？
な
か
な
か
寝
付
け
な

い
、
い
く
ら
寝
て
も
寝
足
り
な
い
、

目
覚
め
が
す
っ
き
り
し
な
い
と
い
う

こ
と
は
な
い
で
す
か
？

　

睡
眠
が
不
足
す
る
と
、
大
脳
が
疲

労
を
回
復
で
き
ず
、
感
情
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
き
か
な
く
な
る
な
ど
の
障

害
が
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、
頭
痛
、

全
身
の
だ
る
さ
、
集
中
力
の
欠
如
と

い
っ
た
症
状
も
出
て
き
ま
す
。

　

睡
眠
中
は
さ
ま
ざ
ま
な
ホ
ル
モ
ン

が
分
泌
さ
れ
、
新
陳
代
謝
を
促
し

て
、
日
中
の
活
動
で
疲
れ
た
身
体
を

効
率
よ
く
修
復
し
、
免
疫
力
を
高
め

ま
す
。
身
体
の
疲
れ
は
横
に
な
っ
て

休
む
だ
け
で
も
あ
る
程
度
回
復
で
き

ま
す
が
、
脳
は
起
き
て
い
る
間
は
働

き
っ
ぱ
な
し
で
、
眠
る
こ
と
で
し
か

休
息
で
き
な
い
の
で
す
。

　

睡
眠
は
、
体
の
疲
れ
を
取
る
た
め

に
、
そ
し
て
心
の
安
定
の
た
め
に
と

て
も
大
切
な
の
で
す
。

　

睡
眠
の
必
要
量
に
は
個
人
差
が
あ

り
、
年
齢
・
日
中
の
活
動
度
・
体
調

な
ど
に
よ
っ
て
も
大
き
く
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
基

本
的
に
は
日

中
眠
気
が
な

く
、
ふ
だ
ん

の
生
活
を
す

る
の
に
問
題

が
な
け
れ
ば

睡
眠
時
間
に

こ
だ
わ
る
必
要
は
な
く
、
む
し
ろ
、

ど
れ
だ
け
熟
睡
で
き
る
か
と
い
う
、

睡
眠
の
質
の
ほ
う
が
重
要
で
す
。

▼
質
の
良
い
眠
り
の
た
め
に

　

ス
ム
ー
ズ
に
眠
り
に
つ
く
た
め
に

は
、
眠
る
１
～
２
時
間
前
か
ら
脳
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
仕
事
や
勉
強
な
ど
頭
を
使
う
作
業

　

を
や
め
て
、
室
内
の
照
明
を
少
し

　

落
と
し
、
音
楽
を
聴
い
た
り
読
書

　

を
し
た
り
し
て
、
ゆ
っ
た
り
く
つ

　

ろ
い
で
み
ま
し
ょ
う
。

②
37
～
39
度
ぐ
ら
い
の
ぬ
る
め
の
お

　

湯
に
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
つ

　

か
る
と
、
心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク

　

ス
し
て
自
然
な
眠
り
に
入
れ
ま
す
。

　

ア
ロ
マ
バ
ス
や
足
浴
も
血
液
循
環

　

を
よ
く
し
て
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

　

さ
せ
る
の
に
効
果
的
で
す
。

③
適
度
な
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動

　

は
、
適
度
な
疲
れ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス

　

効
果
を
も
た
ら
し
、
快
眠
の
た
め

　

に
効
果
的
で
す
。

④
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
精
神
の
緊
張
を

　

ほ
ぐ
す
作
用
が
あ
り
、
寝
つ
き
は

　

よ
く
な
り
ま
す
が
、
ア
ル
コ
ー
ル

　

は
体
内
で
２
～
３
時
間
で
分
解
さ

　

れ
て
し
ま
い
、
睡
眠
の
途
中
で
目

　

が
覚
め
や
す
く
、
眠
り
が
浅
く

　

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
習
慣

　

化
す
る
う
ち
に
量
が
増
え
、
か

　

え
っ
て
不
眠
を
慢
性
化
さ
せ
る
原

　

因
に
も
な
り
ま
す
。

⑤
た
ば
こ
は
、
ニ
コ
チ
ン
に
覚
醒
作

　

用
が
あ
る
た
め
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
目
覚
め
を
す
っ
き
り
さ

せ
る
た
め
に
朝
起
き
た
ら
窓
を
あ

け
、
太
陽
の
光
を
浴
び
ま
し
ょ
う
。

　

１
日
は
24
時
間
で
す
が
、
私
た
ち

が
も
と
も
と
も
っ
て
い
る
生
体
時
計

は
約
25
時
間
周
期
で
す
。
そ
の
ま
ま

で
は
毎
日
１
時
間
ず
つ
ズ
レ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
ズ
レ

を
調
整
し
て
い
る
の
が
、
朝
の
光
な

の
で
す
。朝
の
光
の
刺
激
に
よ
っ
て
、

脳
が
目
覚
め
、
体

内
の
リ
ズ
ム
が
リ

セ
ッ
ト
さ
れ
、
一

日
を
気
持
ち
よ
く

過
ご
せ
る
一
歩
と

な
る
の
で
す
。

 

天
そら

ちゃん 壮
そ う た

太ちゃん

※９ 月 に 行 っ た ５ 歳 児 歯 科 健 診 で 、 む し 歯 も
　 処 置 歯 も な か っ た 子 ど も た ち で す 。

医療機関窓口での医療費の支払いが減免される場合があります

　世帯主や同一世帯の国民健康保険の被保険者が、災害等の特別な理由により著しく生活が困難になり、保険
医療機関への支払いが一時的に困難となった場合、医療費機関窓口で支払う医療費の減免等が受けられる場合
があります。資産・収入等の条件や手続きなど詳細については、保健課国民健康保険係へご相談ください。
特別な理由
１　災害等により死亡や心身に重大な障害を受けたり、資産に重大な損害を受けたとき。
２　干ばつ、冷害等による農作物の不作、不漁などの理由により収入が著しく減少したとき。
３　事業や業務の休廃止、失業等により収入が著しく減少したとき。
４　重篤な病気や負傷により、死亡や心身に重大な障害を受けたり長期入院したとき。

■問い合わせ先　本庁　保健課　国民健康保険係　℡ 099-474-1111（内線 123 ～ 125） 
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高
い
『
志
』
が
世
界
へ

　
「
本
当
!?
や
っ
た
ね
！
」
私
は
曽
於
市
で

の
会
議
中
に
志
布
志
高
校
３
年
生
の
山
口

観
弘
君
が
ぎ
ふ
国
体
競
泳
男
子
２
０
０
㍍

平
泳
ぎ
で
世
界
新
記
録
の
２
分
７
秒
01
を
樹

立
し
、
見
事
に
優
勝
し
た
報
せ
を
受
け
、
そ

の
足
で
市
民
プ
ー
ル
へ
直
行
、
発
行
さ
れ

た
南
日
本
新
聞
の
号
外
に
見
入
り
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
は
「
志
」
が
二
つ
あ
る
ま
ち
と

い
う
こ
と
で
、「
志
」
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
二
つ
の
「
志
」

の
う
ち
一
つ
は
高
い
志
、
そ
し
て
も
う
一
つ

は
慈
愛
の
心
と
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

観
弘
君
は
少
年
時
代
か
ら
北
島
康
介
選
手

を
目
標
と
し
、
彼
の
ポ
ス
タ
ー
を
部
屋
に
貼

り
、「
お
ま
え
を
ぬ
か
す
」
と
い
う
高
い
目
標

を
掲
げ
、
挑
戦
し
て
き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

と
て
つ
も
な
い
目
標
に
向
か
っ
て
小
さ
い
頃

か
ら
挑
戦
し
続
け
て
き
た
彼
が
、
全
日
本
の

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
選
手
に
指
定
さ
れ
る

ほ
ど
の
選
手
に
な
り
、
そ
の
よ
う
な
中
で
、

北
島
選
手
を
指
導
し
た
平
井
伯
昌
コ
ー
チ
に

直
接
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
、
世
界
レ
ベ
ル

の
才
能
が
開
花
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

彼
自
身
は
「
自
分
に
と
っ
て
こ
の
世
界
新

記
録
は
自
己
ベ
ス
ト
で
あ
り
、
今
後
も
そ
の

自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
」
と
浮
か
れ
る
こ
と
も
な
く
、
さ
ら
に

高
い
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
来

年
開
催
さ
れ
る
世
界
選
手
権
で
の
金
メ
ダ
ル

を
狙
っ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

記
録
は
超
え
た
が
、
人
間
的
に
も
、
小
さ
い

子
ど
も
達
に
夢
を
与
え
ら
れ
る
北
島
選
手
の

よ
う
な
慈
愛
の
心
を
持
っ
た
選
手
に
な
っ
て

い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
志
布

志
市
民
に
と
っ
て
は
望
外
の
喜
び
で
あ
り
、

誇
り
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
彼
が
志
布
志
で

大
脇
コ
ー
チ
を
始
め
と
す
る
多
く
の
仲
間
、

関
係
者
に
見
守
ら
れ
育
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず

に
、
記
録
を
伸
ば
し
続
け
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
市
で
は
彼
に
、
市
民
栄
誉
賞
を
贈
る

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ

る
動
き
が
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
国
は
、
１
９
６
８
年
国
連
ア
ジ
ア
極
東

経
済
委
員
会
が
尖
閣
諸
島
周
辺
海
域
に
は
ペ

ル
シ
ャ
湾
級
の
資
源
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
と
発
表
し
た
直
後
に
尖
閣
諸
島

の
領
有
権
を
主
張
し
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
以

前
は
１
度
も
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
を
主
張
し

た
こ
と
は
無
か
っ
た
も
の
で
す
。
今
回
、
日

本
政
府
に
よ
る
国
有
化
の
動
き
を
受
け
て
、

中
国
公
船
の
領
海
内
航
行
や
１
２
０
を
超
え

る
都
市
で
の
反
日
デ
モ
が
起
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
デ
モ
と
言
え
る
も
の
で
は
な
く
、
暴

動
、
破
壊
行
為
で
あ
り
、
悲
惨
を
極
め
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
収
束
さ
れ
る
の
か
予

測
で
き
ま
せ
ん
が
、
深
く
憂
慮
せ
ざ
る
得
な

い
状
況
で
す
。

　

志
布
志
港
を
抱
え
、
上
海
、
大
連
航
路
を

有
す
る
本
市
に
と
っ
て
、
そ
の
航
路
維
持
に

つ
い
て
も
影
響
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
ま

す
。
今
後
の
志
布
志
港
の
方
向
性
に
も
大
き

く
関
わ
る
問
題
で
す
の
で
、
皆
様
も
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
十
分
な
情
報
を
得
て
、
冷
静
な

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。
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◆
三
股
町
最
大
の
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

　

三
股
町
の
秋
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
と

い
え
ば
、「
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
」。

ふ
れ
あ
い
中
央
広

場
で
開
催
さ
れ
る

こ
の
ま
つ
り
は
、

毎
年
約
６
万
人
の

熱
気
で
あ
ふ
れ
、

大
変
な
に
ぎ
わ
い

に
な
り
ま
す
。
中

央
ス
テ
ー
ジ
で
披

露
さ
れ
る
サ
ン
バ
カ
ー
ニ
バ
ル
を
皮
切
り
に
、

「
み
ま
た
ん
焼
肉
会
」
や
「
人
間
早
馬
競
争
」

な
ど
、
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
ま
つ
り
を
盛
り
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
場
内
に
は
、
多
く
の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
、
地
場
産
品
や
町
内
の
旬
な
食
べ
物
、
工
芸

品
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
産
品
が
並
び
ま
す
。

◆
「
郷
土
愛
」
へ
つ
な
が
っ
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

願
い
も
込
め
て

　

人
が
行
き
交
い
、
熱
気
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」。
子
ど
も
た
ち
は
、
家
族

が
、
友
人
が
、
そ
し
て
近
所
の
人
た
ち
が
ま
つ

り
に
携
わ
っ
て
い
る
姿
を
目
に
し
ま
す
。
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
三
股
町
の
芸
能
や
文
化

に
触
れ
て
い
る
こ
と
に
ふ
と
気
付
き
ま
す
。
そ

う
や
っ
て
積
み
重
ね
て
い
く
う
ち
、
三
股
町
で

育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
ま
つ
り
を
楽
し
み
、
楽

し
み
が
思
い
出
と
な
り
、
そ
れ
ら
が
ふ
る
さ
と

へ
の
愛
情
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
自
然
に
ま
つ
り
運
営
に
も
力
が
入
り
ま

す
。
そ
ん
な
地
元
の
願
い
も
込
め
ら
れ
た
「
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
」
に
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

【
第
22
回
三
股
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
】

　

日
時
：
11
月
10
日
（
土
）・
11
日
（
日
）

　

場
所
：
三
股
町
ふ
れ
あ
い
中
央
広
場 

ほ
か

■
問
い
合
わ
せ
先　

三
股
町
地
域
政
策
室

　
　
　
　
　

℡
０
９
８
６
‐
５
２
‐
１
１
１
１
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都
城
市
、三
股
町
、曽
於
市
、志
布
志
市
で

形
成
す
る「
都
城
広
域
定
住
自
立
圏
」。こ
の

圏
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
や
魅
力

を
、各
市
町
の
広
報
紙
に
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載

し
ま
す
。今
回
は
、三
股
町
を
紹
介
し
ま
す
。

多くの人で賑わう中央ステージ前
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男女がともに認め合い、
いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.79

■問い合わせ先　
　企画政策課男女共同参画係　℡ 474-1111（内線 250・255）

女 性 支 援 相 談 室 開 催 日
【10 月・11 月の相談日】

10 月 17 日（水）農村環境改善センター　午後 1：00 ～ 午後５：00
11 月７日（水）志布志支所５階会議室　午後 1：00 ～ 午後５：00

人間早馬競争

～男女が共に輝くまちづくりのために　国民健康保険運営協議会～
　志布志市国民健康保険運営協議会は、国民健康保険法に規定された法定協議会で、国民健康保険事業

の運営に関する重要事項を審議するための組織です。「『心』かよい合い若さあふれる元気なまち」を目
指し、特に健康づくりの推進や疾病予防の推進の実現のため、市長の諮問を受けています。
　国保被保険者、保険医及び公益を代表する方など現在９名の委員を委嘱しています。委員の任期は２
年で、国保事業計画や予算、国保税に関することなどをそれぞれの立場で審議し、市長へ答申します。

～なぜ、男性の育児参加が必要なのでしょうか～

　最近、幼稚園・保育園の送り迎えをするお父さんたちの姿を見る
機会は増え、公園には子どもたちと楽しそうに遊ぶお父さんたちの
姿をよく見かけるようになりました。「お父さんも育児に参加して
いるじゃない！」と感じる人も多いのではないでしょうか。しかし、
平成 23 年度に本市で実施した住民意識調査では、家庭での役割分
担について「育児」を「妻の役割」と回答した割合が 29.5％と多く、
依然として子育てが「母の仕事」であることがわかります。つまり、
共働き世帯においても、専業主婦家庭においても育児の大半は女性
が担っており、女性の育児の負担感（ストレス）は大きいというこ
とです。こうした状況は、女性が子どもを産み育てることを躊躇さ
せる少子化の要因の１つともいえるでしょう。

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

セクシャルハラスメントが原因で精神障害を発病した場合は、

労災保険の対象になります

精神障害の労災認定要件

①認定基準の対象となる精神障害を発病していること　
②精神障害の発病前おおむね 6か月間に、業務による強い心理的負荷が認められること
③業務以外の心理的負荷や個体側要因により精神障害を発病したとは認められないこと

　以上の①、②、③の要件を満たす場合、業務上として労災認定されます。

労災請求をするためにはどうすれば？まずは、都道府県労働局または労働基準監督署へご相談下さい。
また、保険給付に必要な請求書は、厚生労働省ホームページからダウンロードできます。

（http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/rousaihoke ｎ 06/）
■都道府県労働局「労災補償課」鹿児島県労働局連絡先：099（223）8280

◆厚生労働省では、労働者に発病した精神障害が業務上として労災認定できるかを判断するために、「心理的負荷に
　よる精神障害の認定基準」を定めています。
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男性の家庭参画
【19 年度・23 年度男女共同参画に関する住民意識調査】

市
長
コ
ラ
ム

本
田 

修
一



肺
が
ん
と
は
…

一
部
免
除
を
受
け
た
と
き
は

残
り
の
保
険
料
の
納
付
を
忘
れ
ず
に

保
険
料
の
一
部
免
除

　

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、
本
人
・

世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
申
請
し
て
承

認
さ
れ
る
と
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
免
除
さ
れ
る

保
険
料
額
は
、全
額
、４
分
の
３
、半
額
、

４
分
の
１
の
４
段
階
が
あ
り
ま
す
。　

４
分
の
３
免
除
の
場
合

　

毎
月
の
保
険
料
の
４
分
の
３
が
免
除

さ
れ
る
も
の
で
す
。
平
成
24
年
度
の
場

合
で
は
、
４
分
の
３
免
除
を
受
け
る
と

月
額
１
１
、２
３
０
円
が
免
除
さ
れ
、

残
り
の
３
、７
５
０
円
を
納
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

半
額
免
除
の
場
合

　

毎
月
保
険
料
の
半
額
が
免
除
さ
れ
る

も
の
で
す
。
平
成
24
年
度
で
は
、
半
額

免
除
を
受
け
る
と
月
額
７
、４
９
０
円

が
免
除
さ
れ
、
残
り
の
７
、４
９
０
円

は
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４
分
の
１
免
除
の
場
合

　

毎
月
の
保
険
料
の
４
分
の
１
が
免
除

さ
れ
る
も
の
で
す
。
平
成
24
年
度
で

は
、
４
分
の
１
免
除
を
受
け
る
と
月
額

３
、７
４
０
円
が
免
除
さ
れ
、
残
り
の

１
１
、２
４
０
円
は
納
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

※
こ
れ
ら
の
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と     

　

一
部
免
除
が
承
認
さ
れ
て
も
、
保
険

　

料
未
納
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
て
し
ま

　

い
ま
す
。

保
険
料
の
納
期
限

　

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
納
期
限
が

あ
り
ま
す
。
毎
月
の
保
険
料
は
、
翌
月

末
日
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
２
年
を
経
過
す
る
と

時
効
に
よ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
一
部
免
除
を
受
け
た
場
合

で
も
、
残
り
の
免
除
さ
れ
て
い
な
い
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
こ
の
納
期
限
ま
で

に
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
一
部
免
除
さ
れ
た
期
間
の
納
期
限
が

　

時
効
に
な
っ
た
場
合
は
、
平
成
24
年

　

10
月
か
ら
平
成
27
年
9
月
末
日
ま
で

　

の
３
年
間
に
限
り
、
国
民
年
金
保
険

　

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
が

　

10
年
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
の
で
、「
後

　

納
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　　

詳
し
く
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

●
市
民
環
境
課　

年
金
係

　

℡
０
９
９
‐
４
７
４
‐
１
１
１
１

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

℡
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所 

本
庁   

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

松
山
支
所  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）
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交 通 事 故 防 止 は 貴 方 が 主 役 で す
⑦
若
潮
酒
造
株
式
会
社

　

第
７
回
は
、
志
布
志
町
安
楽
の
若
潮

酒
造
株
式
会
社
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

社
員
数
45
名
、
そ
の
他
臨
時
職
員
な

ど
が
約
30
名
在
籍
し
、
全
員
が
一
丸
と

な
っ
て
交
通
安
全
、
法
令
遵
守
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
大
き
く
な
っ
た
組
織
に
対
し
、
会

社
の
安
全
に
対
す
る
取
り
組
み
を
浸
透

さ
せ
る
の
は
苦
労
し
ま
す
が
、
社
員
を

守
り
、
会
社
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み

を
続
け
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
下
戸

直
一
代
表
取
締
役
社
長
。
特
に
安
全
運

転
５
則
は
徹
底
し
て
お
り
、
朝
礼
で
は

全
員
で
声
に
出
し
て
読
み
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
各
部
署
ご
と
に
安
全
対
策
の
勉

強
会
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト

へ
の
参
加
や
、
毎
月
25
日
を
基
準
に
月

に
1
度
独
自
で
車
両
の
整
備
・
点
検
を

実
施
、
ま
た
毎
年
専
門
の
自
動
車
技
師

を
呼
ん
で
点
検
を
し
て
も
ら
う
な
ど
、

現
場
車
両
を
含
め
た
車
両
管
理
に
も
注

意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
環
境
整
備
・
整
理
整
頓
が
安

全
に
繋
が
る
と
い
う
教
育
が
徹
底
さ
れ

て
お
り
、
食
品
衛
生
の
向
上
を
目
指
す

会
社
と
し
て
車
両
の
清
掃
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
同
社
周
辺
の
道
路
清
掃
な
ど

も
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
同
社
が
最
も
気
を
付
け
て
い

る
こ
と
が
酒
気
帯
び
・
飲
酒
運
転
に
対

し
て
で
す
。
酒
を
製
造
す
る
側
が
、
社

会
に
対
し
て
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
無

い
よ
う
に
と
、
厳
し
く
指
導
さ
れ
て
お

り
、
社
員
一
人
一
人
が
「
若
潮
」
の
看

板
を
背
負
っ
て
生
活
す
る
と
い
う
蔵
元

と
し
て
の
強
い
自
覚
と
責
任
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

交通事故状況　平成 24 年８月末現在

区　分 発生件数 死  者 傷　者
県　下 6189【-368】 43【-4】 7488【-523】

志布志市 112【-16】 3【-1】 184【-15】

志布志地区 66 1 80

有明地区 44 2 66

松山地区 2 ０ 2
　　※【　】は昨年比　

朝礼の様子。安全運転５則（写真右上）の徹底など、交通
安全対策に取り組んでいます。

文芸コーナーでは市民の皆様のオリジナルの未発表の写真や絵画、イラスト等を紹介します。
多くの皆様の投稿をお待ちしています。

Japanese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2012.10
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短
歌
（
は
な
さ
い
短
歌
会
）

未
完
成
交
響
曲
に
魂
洗
ふ
台
風
の
真
夜
人
み
な
遠
し 

南　
　

史
郎

方
言
が
地
面
の
底
か
ら
し
み
こ
ん
で
義
母
の
言
い
回
し
耳
に
残
れ
り 

内
村
く
み
子

秋
の
扉
を
つ
と
押
し
ひ
ら
き
歩
み
く
る
青
い
服
着
た
森
の
女
神
は 

肥
後　

洋
子

幼
き
日
綱
引
き
を
し
た
名
月
に
今
宵
の
月
を
重
ね
て
み
よ
う 

下
戸
富
美
子

置
き
去
り
に
さ
れ
し
サ
ン
ダ
ル
望
月
の
未
来
へ
続
く
お
さ
な
の
歩
幅 

日
高　

禎
子

想
い
出
は
横
縞
描
き
過
ぎ
ゆ
く
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
越
し
の
秋
の
陽
射
し
に 

篠
田　

紀
子

取
り
出
せ
ば
セ
ピ
ア
に
語
る
少
女
ひ
と
り
写
真
万
枚
化
石
の
ご
と
し 

中
園　

茂
甚

夕
暮
れ
の
風
に
さ
ゆ
ら
ぐ
コ
ス
モ
ス
の
そ
の
優
し
さ
に
心
ゆ
だ
ね
ん 

牧　
　

愛
子

大
都
会
の
隅
で
器
用
に
生
き
て
て
も
独
り
の
時
に
酸
欠
に
な
る 

江
口
さ
く
ら

し
ゃ
ぼ
ん
玉
の
赴
く
ま
ま
に
い
わ
し
雲
さ
ば
雲
伴
れ
て
過
去
の
旅
す
る 

西　
　

恭
子

短
歌
（
南
船
志
布
志
短
歌
会
）

髪
白
む
ク
ラ
ス
の
友
が
濶
達
の
少
年
君
を
聴
か
す
秋
彼
岸 

竹
永　

南
海

大
根
は
黙
っ
て
太
く
な
っ
て
ゆ
く
人
間
は
愚
痴
ば
か
り
言
っ
て
老
い
て
ゆ
く 

暉
峻　

康
瑞

渋
滞
も
郷
に
父
母
い
れ
ば
こ
そ
皆
帰
り
來
る
お
盆
の
夕
べ 

池
ノ
上
一
枝

年
老
い
て
水
着
姿
に
気
恥
か
し
温
水
プ
ー
ル
の
見
知
ら
ぬ
仲
に 

岡
元　

初
子

玉
乗
り
の
動
き
の
ご
と
く
ゆ
っ
く
り
と
卵
嚢
抱
き
小
さ
き
蜘
蛛
は 

児
玉　

末
子

母
の
日
に
北
の
ア
ス
パ
ラ
届
け
む
と
嫁
の
声
音
に
心
満
た
せ
り 

林　
　

靜
子

九
州
の
天
敗
れ
し
と
ふ
と
思
ふ
ゴ
ム
風
船
の
弾
け
し
如
く 

平
川　

澄
子

乱
れ
咲
く
姿
の
よ
ろ
し
草
原
に
誰
が
ま
き
し
か
向
日
葵
の
花 

益
倉　

睦
美

百
歳
を
悠
に
越
し
た
る
椎
の
う
ろ
七
年
余
り
の
ふ
く
ろ
う
の
宿 

松
下　

芙
美

夕
庭
の
茄
子
の
支
柱
に
動
か
ざ
る
秋
津
は
夫
か
そ
れ
と
も
娘 

宮
原　

順
子

長
の
子
の
昼
餉
を
つ
く
る
つ
ね
づ
ね
に
あ
れ
よ
こ
れ
よ
と
レ
シ
ピ
を
探
る 

山
田　

和
子

大
宰
府
に
お
参
り
す
れ
ど
梅
一
輪
さ
さ
め
の
雪
に
佗
し
け
る
な
り 

山
元
ハ
ツ
ミ

草
青
く
萌
ゆ
る
大
地
に
ひ
ざ
ま
づ
き
ほ
ほ
を
寄
す
れ
ば
母
の
声
す
る 

若
松
田
鶴
子

薩
摩
郷
句
（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
）

実さ
家
て
帰も

ど

っ
台お

す所
へ
涙

な
ん
だ

を
洗あ

れ
流な

げ
っ 

　
　

満
留　

ぐ
み

会
社
を
ば
仮け

び
ょ病

で
休や

す

だ
や
見み

め舞
が
来き

っ 

　
　

福
山　

吉
連

温な
和
ち
声
で
女マ

マ将
が
素そ

び引
け
ば
引
っ
掛か

か
っ　
　

伊
地
知　

孝

味
噌
作
い
少ち

っ

と
ん
加か

せ勢
も
有あ

い
が
と難

し 

　
　

野
村　

三
味

温な
和
ち
妻か

か

も
躾

し
つ
け

に
ゃ
厳き

び

し
ゅ
子
を
育お

え

っ 

　
　

新
地　

十
意

仮け
び
ょ病

休や
す

む
勘
の
良え

か
ち
ょ

課
長
い
見み

ぬ抜
か
れ
っ 

　
　

末
村　

琢
詩

今
温な

ち和
が
将や

が来
ち
ゃ
悪わ

る
が
っ

餓
鬼
親
泣
か
せ 

　
　

竹
之
内
零
余
子

一ひ
と
ふ
っ拭

で
汚
れ
が
落お

つ
い
コ
マ
ー
シ
ャ
ル 

　
　

橋
口　

笑
二

婆ば

の
菜さ

え
ん園

一ひ
と
い
っ息

入
れ
ち
ゃ
雑く

さ草
を
取と

っ 

　
　

樋
渡
草
団
子

老お
ん
じ
ょ
み
と
よ
し

夫
婦
容
姿
も
構か

ま

わ
じ
牛べ

ぶ
や
し
ね

飼
育 

　
　

木
藤　

富
美

若わ

け
つ
も
い
席せ

く
譲ゆ

ず

ら
れ
っ
が
く
っ
来き

っ 

　
　

今
村
千
代
子

俳
句
（
ぎ
ん
な
ん
俳
句
会
）

潮
風
に
背
中
を
抱
か
れ
野
菊
か
な 

河
野　

通
人

登
高
や
夢
見
る
如
き
凪
の
海 

冨
山　

達
次

心
音
に
和
す
る
水
音
秋
澄
め
り 

冨
山　

茂
子

巡
り
く
る
農
夫
の
語
る
小
さ
き
秋 

和
田 

千
恵
子

法
師
蝉
添
い
寝
の
吾
子
の
寝
息
か
な 

北
野　

治
美

風
呂
場
よ
り
響
く
運
動
会
の
歌 

吉
村　

万
里

燈
籠
を
そ
っ
と
流
れ
に
預
け
け
り 

目
黒　

文
恵

秋
扇
静
か
に
折
り
て
箱
の
中 

本
村
ミ
ツ
子

ま
た
一
年
長
生
き
し
た
く
秋
刀
魚
焼
く 

北
川　

雨
水

眠
ら
れ
ず
有
明
の
月
眺
め
を
る 

刀
坂
由
美
子

体
育
祭
老
い
も
若
き
も
輪
の
仲
間 

堂
園　

悦
子

集
ま
り
て
天
に
火
を
噴
く
彼
岸
花 

竪
山　

ヨ
リ

沈
黙
も
会
話
の
一
つ
秋
の
夜 

川
上　
　

豊

潮
騒
を
秋
の
日
傘
に
畳
み
け
り 

和
田　

洋
文
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お茶を飲んで元気な子育成モデル事業をご紹介します！

　お茶は、以前から体に良い飲み物というイメージがあり
ましたが、現在では、様々な研究が進められ、お茶に含ま
れるカテキン類に殺菌、抗ウイルス作用があることや、お
茶を飲むことが生活習慣病予防に有効であることが示唆さ
れています。
　志布志市は、県内第２位の栽培面積、生産量を誇り、環
境保全を考慮した農業の取り組みに対して表彰を行う「環
境保全型農業推進コンクール」において、最高賞である農
林水産大臣賞を受賞するなど、全国でも有数のお茶産地と
して注目を浴びています。
　このような中、市では、学童期からお茶を飲むことの習慣づけを促し、将来にわたる健康管理に役立て
ることを目的に「お茶を飲んで元気な子育成モデル事業」を実施します。

　対象となるのは小中学生で、市内の小中学校においてモ
デル校を設置します。モデル校の児童・生徒には、水筒と
お茶を配布し、毎日学校でお茶を飲んでもらいます。その
結果として期間中の風邪やインフルエンザの発症件数など
をモデル校以外と比較し、今後の健康管理対策に役立てる
というもので、平成 24 年度と平成 25 年度の２ヶ年での実
施を予定しています。
　市民の皆様も自身の健康管理のために、お茶を飲んでみ
ませんか？

■問い合わせ：本庁 農政課 茶業振興係 ℡ 099-474-1111（432）

１茶碗にお湯を８分目ほど入れ
てさまします。（上茶で 70℃、

並 で 90 ℃）1 人 分 の 湯 量 は 上 で
60mℓ、並で 90mℓです。そして
急須にお茶の葉を入れます。（5 人
で 10 ｇ）

おいしい煎茶の入れ方
ちょっとした工夫でお茶はとても美味しくいただくことができます。ぜひ挑戦してみてください。

２湯ざまししたお湯（おいしく
味わえる温度）を急須につぎ、

60 秒位（深蒸し茶は 30 秒）　お茶
が浸出するのを待ちます。

３数人分のお茶をつぐ分量は均等
に、 濃 淡 の な い よ う に 廻 し つ

ぎ、最後の一滴までお茶は絞りきり
ま し ょ う。　　　　　　　　　　　
　2 煎目はお湯を入れてから 10 秒位
待ちます。
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インフルエンザ（３価ワクチン）予防接種の接種費用助成について

◆接種期間：10 月初旬から平成 25 年２月 28 日まで
◆助成対象者：志布志市に住所を有するすべての市民
◆接種回数及び接種方法：

対象者 接種回数 対２回接種の間隔

生後６カ月以上３歳未満 ２回 およそ２～４週

３歳以上１３歳未満 ２回 およそ１～４週

１３歳以上 １回 ー

※他の予防接種を受けている場合の接種間隔
　インフルエンザワクチン接種前に受けた予防接種の有無、種類を確認し、最近受けた予防接種が生ワク
チンであった場合には４週間以上、不活化ワクチン又はトキソイドの場合には１週間以上の間隔をあける。
◆接種場所：市内医療機関及び志布志市と契約してある市外の医療機関
◆自己負担額：接種費用から助成額の 2,000 円を差し引いた額
　　　　　　　（市内の医療機関で接種を受ける場合、自己負担額 500 円）
◆接種を受ける際に必要なもの：住所と年齢を確認できるもの（保険証、医療受給者証等）、健康手帳、
　　　　　　　　　　　　　　　母子手帳（持っている方のみ）

※ご本人が接種を希望する場合にのみ、予防接種を行います。（接種の義務はありません）

■問い合わせ先 :
    本庁 保健課  TEL 474-1111(168)　志布志支所 福祉課  TEL 472-1111(205)　松山支所市民課  TEL 487-2111(274)

リゾート特急　「 海幸山幸 」 de カップリングパーティ
～クリスマスにロマンチックな青島リゾートで素敵な出会いを探してみませんか～

♥日時：12 月 21 日（金）　午前 11 時 30 分受付
　　　　   午後 12 時 33 分志布志駅出発　
　　　 →  午後 6 時 30 分志布志駅到着解散
♥場所：列車内（海幸山幸）
　　　　宮崎青島パームビーチホテル
♥主催：志布志Ｉ（愛）プロジェクト協議会
♥共催：JR 日南線利用促進連絡協議会・志布志市
♥参加対象者：男性・女性共に 20 歳以上 49　
　　　　　　     歳までの独身の方
♥募集人数：男性 20 名、女性 20 名
♥参加費：男性 3,500 円　女性　3,000 円
　　　　    （JR 乗車料、お食事、お飲物代含む）
♥募集期間：10 月１日（月）から 11 月 30 日（金）まで
※先着順になりますのでお早めにお申し込みくだ
　さい。

■申し込み・問い合わせ先：市役所 企画政策課
　℡ 099-474-1111（内線 252・257）

　クリスマスにロマンチックな

パームビーチホテルで

美味しいスイーツを

食べながら、

素敵な出会いを

探してみませんか？



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

亜紗子 さん  (志布志町帖)   24 歳

勤務先 ： 大黒イルカランド

趣味 ： サーフィン

理想の異性 ： 誠実で優しい人

休日の過ごし方 ：ショッピング

今のお仕事はどうですか？ ： やりがいのあ

る仕事です。

夢は：日本一楽しいイルカランドをつくる！

先輩から一言 ( 関山さん ) ： 一緒にイルカ

ランドを盛り上げていきましょう！

　八郎  さん（97 歳）　
　　　フヂ  さん　（90 歳）　（有明町）

　100 歳を迎えることを目標に、健康に過ごすためにはどう
すればよいか、情報収集を欠かさない八郎さんとフヂさんご

夫妻。90 歳を超えたお二人は家の周りの草むしりをするなど、
元気に毎日を過ごされています。就寝前のマッサージや起床後

のストレッチとウォーキングも欠かせません。
　有明町伊﨑田の宮塩出身、旧有明町役場で勤務され、助役まで務

められた八郎さんは 60 歳で退職。その後は 20 年以上の長い間、数
えきれないほどの役員やボランティアを引き受けられ、地域のために

活動されました。特に心配ごと相談員として 500 人を超える人の話を聞
いてきたことがとても印象的だったと懐かしそうに話されました。

　フヂさんは役場勤めの八郎さんを支える傍ら、宮塩でミカン作りや家畜
の世話に忙しい日々を送られました。そんな内助の功を八郎さんはとても感
謝していらっしゃるようで、元気な今があるのはフヂさんのおかげと、今で
はその感謝を込めてフヂさんにマッサージをしてあげるそうです。
　4 人のお子さんに恵まれ、今ではひ孫まで合わせると 30 人を超える家族
になったと、とてもうれしそうに話す八郎さんとフヂさん。２人そろって元
気でいることが、お世話になっている人への感謝のしるしです。

市
民
の
広
場
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　お便りをくださった方の
中から抽選で、ひまわり券
5 枚とサンポートしぶしアピ
アから「アピア商品券 2000
円分」を５人の方にプレゼン
トします。

元気の秘訣は刺身と野菜を欠かさないこと！
食生活にも気を遣っています！

　 最 近 歯 が 抜 け た

寧 々。 子 ど も の 成 長

の早さに少しの寂し

さ と、 成 長 を 実 感 し

安心しています。

　これからも健やか

に朗らかに成長して

いってくださいね。

（両親より）

　ほとんど病気をせずに元気いっ

ぱいで、お父さん、お母さんも嬉

しいです。

　いつもお姉ちゃんの後を追いか

けて一生けんめい遊んでいます。

　家族みんなを明るい気持ちにさ

せてくれる、さーちゃんの成長が

とても楽しみです。

（両親より）

沙
さ や な

也奈 ちゃん（２歳）

（志布志町安楽）
父　謙二さん　母　美加さん

美
み く

空 ちゃん（１歳）

　　美
み お

桜ちゃん（５か月）

（有明町野神）
父　正仁さん　母　仁美さん

寧
ね ね

々 ちゃん（５歳）

（松山町泰野）
父　潤さん　母　香織さん

　いつも元気でみん

なを笑顔にしてくれ
る美空♡妹にやきも
ち を 妬 き な が ら も、
し っ か り 面 倒 を 見
てくれる優しいお姉
ち ゃ ん で す。 そ ん な
お姉ちゃんに負けな
い美桜♡これからも
仲良し姉妹でいてね。
大好きだよ。

（両親より）
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読者プレゼント



★アンケート★【10 月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】
　・良かった！：

　・分かりにくい…：

環
境
学
習
会
に
参
加
し
て

　

９
月
に
自
治
会
の
環
境
学
習
会
に
参

加
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
と
埋
立
地

（
最
終
処
分
場
）
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

職
員
の
分
か
り
や
す
い
説
明
を
受
け
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
気
を
付
け
て
ご
み

を
出
さ
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
悪

臭
も
な
く
カ
ラ
ス
も
い
な
い
埋
立
地
、

自
分
の
住
ん
で
い
る
志
布
志
を
誇
り
に

思
え
た
一
日
に
で
し
た
。

（
シ
ル
バ
ー
の
お
ば
さ
ん　

女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
市
の
取
り
組
み
は
特
集
で
も
ご
紹

介
し
ま
し
た
と
お
り
、
国
内
の
み
な
ら

ず
、
海
外
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
の
取
り
組
み
は
世
界

に
誇
れ
る
取
り
組
み
で
す
。

落
書
き
を
消
し
て
！

　

志
布
志
ア
ピ
ア
近
く
の
鉄
道
公
園
に

孫
と
遊
び
に
行
っ
た
時
の
こ
と
、
機
関

車
周
辺
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
に
心
な

い
落
書
き
が
あ
り
ま
し
た
。
家
に
帰
り

市
の
担
当
課
に
こ
の
事
を
伝
え
、
消
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

再
度
遊
び
に
行
っ
た
と
き
に
確
認
し

て
み
る
と
ま
だ
落
書
き
は
そ
の
ま
ま
。

「
志
」
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
ま
ち

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
民
の
声

が
す
ぐ
に
届
か
な
い
ま
ち
で
あ
っ
て
も

良
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
１
日
も
早
く

落
書
き
が
消
さ
れ
る
こ
と
望
み
ま
す
。

（
ポ
ッ
ポ
大
好
き　

男
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

担
当
課
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
現
在

は
ご
指
摘
の
あ
っ
た
落
書
き
に
つ
い
て

は
消
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
対
応
が
非
常
に
遅
く
な
り
ま
し
た

こ
と
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

は
迅
速
な
対
応
を
心
掛
け
ま
す
。

志
布
志
の
星
、
日
本
の
星
！

　
「
ぎ
ふ
清
流
国
体
」
２
０
０
㍍
平
泳
ぎ

で
志
布
志
高
校
３
年
生
の
山
口
観
弘
選

手
が
世
界
新
記
録
を
達
成
。
バ
ン
ザ
イ
、

万
歳
。
志
布
志
の
星
、
い
や
、
日
本
の

星
で
す
。
４
年
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

期
待
し
、
温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

（
う
と
ん
山
30
会　

73
歳
男
）

　

▼

　

本
当
に
素
晴
ら
し
い
、
快
記
録
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
今
後
も
ど
ん
ど
ん
記
録

を
伸
ば
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

市
報
し
ぶ
し
９
月
号
の
８
ペ
ー
ジ
、

ま
ち
の
話
題
「
安
全
へ
の
取
り
組
み
に

表
彰
！
」
の
記
事
に
あ
り
ま
す
「
河
原

橋
和
典
事
務
局
長
」
は
「
河
原
橋
和
典

理
事
長
」
の
誤
り
で
す
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
　市報しぶしを読んだ感想や今後取
り上げて欲しい特集、志布志市に対
するご意見等何でもお好きなことを
書いてください。（一部修正して掲載
する場合もあります）
　月末までに頂いたお便りが、その月
のプレゼントの応募対象になります。
それ以降の分は次月の応募対象となり
ますので、ご了承ください。

…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します）
個別の回答はいたしませんので、
ご了承ください。

 市の人口　８月 31 日現在
人　口 33,809 人  （▲ 37）
男　性 15,949 人  （▲ 26）
女　性 17,860 人  （▲ 11）
転　入 95 人 　転　出 　116 人
出　生 27 人 　死　亡 　43 人
世帯数 15,905 戸  （22）

志布志港　平成 24 年 8 月分

　①入港隻数　49 隻（日本 0、外国 49）
　②輸出 10 億 68 百万円
　③輸入 96 億 04 百万円

資料　鹿児島税関支署
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高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成24年７月分の医療費の状況です。
医 療 費 総 額 ３００，４０２，１１４円
４ 月 末 国 保 加 入 者 数 １０，８４８人
1人 当 た り 医 療 費（ 医 療 費 総 額
を 加 入 者 数 で 除 し た も の で す ） ２７，６９２円

医 療 費 １ 人 当 た り の 負 担 内 訳
市 （ 国 保 ） 負 担 額 ２３，７８１円

個 人 負 担 額 ３，９１１円

　この金額は、国民健康保険に加入している皆さんが医療機関等で診療
したものに対し、市（国保）が支払った医療費です。医療費総額の約
85.9％を市（国保）が負担しています。

住宅用太陽光発電導入支援対策費補助金の受付を開始します

　平成 24 年度補正予算分の住宅用太陽光発電導入支援対策費補助金の受付を 10 月 1 日から開始し
ます。補助金交付対象は、住宅用太陽光発電システムの設置工事が完了し、国（J-PEC）の決定通知
を受領された方で、市税を滞納していない方となります。

　申請をされる方は必要書類等を準備の上、本庁環境政策室または各支所市民
課で申請手続きを行ってください。
　詳細は、市ホームページをご覧になるか、下記までお問い合わせください。

■問い合わせ先　本庁 市民環境課 環境政策室　℡ 099-474-1111（内線 132 ～ 134）

※ 読者プレゼントは掲載にかかわらず頂いたお便りから抽選でプレゼントを行っています。
多くのお便りをお待ちしています。

こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

版
で
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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■問い合わせ先　税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152,153）　　ストップ滞納

平成24年度 滞納処分等実施状況について
■ 問い合わせ先　税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152,153）　　

 ■差押を実施した人数　68 人 （平成 24 年４月～
　　　　　　　　　　　 　　　　　　平成 24 年９月末現在）

・給　与　8 人　・預貯金　28 人・不動産　29 人
・動　産　0 人　・債　権　3 人

　生活状況により一度に納税することが困難な方や失業・病気等により収入が無い
方につきましては、本庁・各支所の税務窓口にて随時納税相談を実施しております。

差押の内容

　特別な理由も無く滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、大切な市税を確保するため、財産（給
与、預金、不動産など）を差し押さえることになります。（法律では、「督促状を発した日から起算して 10 日
を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押さえなければならない」と定められています。）

■相談窓口　●市役所本庁港湾商工課商工振興係　　℡ 474-1111（内線 289）
　　　　　　●松山支所地域振興課地域振興係　　　℡ 487-2111（内線 322）
　　　　　　●志布志支所地域振興課地域振興係　　℡ 472-1111（内線 354）

消費者ホットライン　０５７０－０
ま も ろ う よ

６４－３
み ん な を

７０

★
こ
の
株
は
上
場
確
実
・
必
ず
儲
か
り
ま
す
。

★
も
し
○
○
社
の
株
、
社
債
を
買
い
取
っ
て
く
れ
た
ら
、

　

あ
と
で
高
く
買
い
取
り
ま
す
よ
。

★
未
公
開
株
で
出
た
、
損
を
取
り
返
し
て
あ
げ
ま
す
よ
！

★
金
融
庁
の
者
で
す
が
、
×
×
社
の
株
式
は
近
く
上
場
予

　

定
な
の
で
信
用
し
て
も
大
丈
夫
で
す
よ
！

　

こ
ん
な
勧
誘
を
受
け
た
人
は
…
要
注
意
！

知
っ
て
る
？
消
費
生
活
vol.20
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そうだったのか！介護保険！ No.2
市役所に寄せられる介護保険料の問合せを、８月号に引き続きＱ＆Ａで掲載することにします。

介護保険料　Ｑ＆Ａ　

Ｑ１　介護保険料の特別徴収（年金からの差引き）は、いつから始まりますか？
Ａ１　年度途中で満６５歳に到達された方や転入をされた方で資格を取得された方は、特別徴収（年金からの差引
　　き）はすぐには開始されませんので、当面は納付書又は口座振替により納めていただくことになります。特別
　　徴収（年金からの差引き）が開始されるまでは、口座振替での納付をお勧めします。
　　　なお、特別徴収（年金からの差引き）が開始される際は、事前に文書にてお知らせします。

Ｑ２　介護保険料はどのように決まりますか？
Ａ２　６５歳以上の方の介護保険料は、市で必要な介護サービスがまかなえるよう算出
　　された「基準額」をもとに個人の所得や世帯の状況に応じて個人ごとに決定します。
　　　本人が市町村民税非課税でも、同一世帯に市町村民税が課税されている方がいれ
　　ば、本人の介護保険料の所得段階は、第４段階のＡかＢのどちらかとなります。従って、
　　市町村民税非課税の方でも介護保険料の金額に差が生じることがあります。（※所得段階
　　別の保険料額については、市報５月号及び市ホームページに掲載しています。）

Ｑ３　介護保険料を滞納するとどうなりますか？
Ａ３　特別な事情がないのに介護保険料の滞納が続く場合、未納期間に応じて給付が一時差止めになったり、利　
　　用者負担が１割から３割になったりする措置等がとられますので、納め忘れがないようにしてください。
　　（※滞納期間により、給付制限が異なります。）
　　　ただし、災害等の特別な事情により、納付が困難な方については、減免に該当する場合がありますので、　
　　市役所税務窓口にご相談ください。

■問い合わせ先　志布志市役所税務課市民税係　474 － 1111（内線 143）

こ
ん
な
「
う
ま
い
話
」
に
ご
用
心
！

　
知
ら
な
い
人
か
ら
の
電
話
や
、郵
便
に
よ
る
「
未

公
開
株
・
社
債
」
の
勧
誘
は
…

「
詐
欺
」
の
可
能
性
大
‼

◆
「
未
公
開
株
・
社
債
」
の
販
売
が
で
き
る
の
は
、
登
録
を

　

受
け
た
証
券
会
社
だ
け
で
す
。

◆
無
登
録
業
者
が
「
未
公
開
株
・

　

社
債
」
な
ど
の
売
付
を
行
っ

　

た
場
合
や
、
他
の
事
業
者
に

　

売
付
の
媒
介
を
行
っ
た
場
合
、

　

そ
の
売
買
契
約
は
原
則
無
効

　

に
な
り
ま
す
。

登
録
を
受
け
た
証
券
会
社
以
外
に
よ
る

売
買
は
…
原
則
無
効

◆
一
般
的
に
幅
広
い
投
資
家
に
「
未
公
開
株
・
社
債
」
の
取

　

引
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
登
録

　

を
受
け
た
証
券
会
社
以
外
が
こ
う
し
た
取
引
の
勧
誘
を
行

　

う
こ
と
は
違
法
で
す
の
で
絶
対
に
関
わ
ら
な
い
よ
う
に
し

　

て
下
さ
い
。　

登
録
を
受
け
た
証
券
会
社
以
外
に
よ
る
広
告
、

勧
誘
は
…
原
則
違
法

★
勧
誘
し
て
き
た
業
者
が
き
ち
ん
と
登
録
を
受
け
て
い

　

る
か
ど
う
か
は
、
金
融
庁
・
財
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
や
電
話
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
な
お
、
金
融
庁
、
財
務
局
の
登
録
を
受
け
て
い
る
会

　

社
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
証
券
会
社
の
信
用
力
な
ど
が

　

保
証
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
元
本

　

保
証
」「
絶
対
に
儲
か
る
」
な
ど
と
説
明
し
て
勧
誘

　

す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
金
融
庁
な
ど
の
公
的
機
関
を
名
乗
る
電
話
や
「
買
っ

　

て
く
れ
た
ら
あ
と
で
高
く
買
い
取
り
ま
す
」「
損
を

　

取
り
戻
し
て
あ
げ
ま
す
」
な
ど
と
い
っ
た
勧
誘
も
簡

　

単
に
信
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

市
内
で
も
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
！

■
問
い
合
わ
せ
先　

港
湾
商
工
課 

消
費
生
活
相
談
窓
口 

℡
０
９
９
‐
４
７
４
‐
１
１
１
１　

内
線
２
８
９

Ｎ
Ｏ
！ 

暴
力
団

　

全
国
的
に「
暴
力
団
排
除
条
例
」

を
定
め
る
機
運
が
高
ま
り
、
平
成

22
年
４
月
１
日
か
ら
「
鹿
児
島
県

暴
力
団
排
除
活
動
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
、
県
内
の

市
町
村
で
も「
暴
力
団
排
除
条
例
」

を
制
定
す
る
動
き
が
広
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
中
、
市
で
も
「
志
布
志
市

暴
力
団
排
除
条
例
」
を
制
定
し
、

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
し

ま
し
た
。
こ
の
条
例
の
も
と
、
次

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
基
本
と
し
、市
・

市
民
・
事
業
者
・
警
察
・
県
暴
力

追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

関
係
機
関
と
連
携
協
力
し
な
が
ら

暴
力
団
排
除
を
推
進
し
ま
す
。

◆
「
３
な
い
運
動
＋
１
」
の
推
進

　

・
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

　

・
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い

　

・
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

　

・
暴
力
団
と
交
際
し
な
い

■
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
総
務
課
消
防
防
災
係

　

℡
０
９
９
‐
４
７
４
‐
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
６
）

　　今月の納税　　　　　　　　　　　納付期限　10 月 31 日（水）　口座振替日　10 月 25 日（木）
　　　口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。
　　　国民健康保険税（６期）　介護保険料（６期）　後期高齢者医療保険料（６期）　市・県民税（３期）

※【納税証明等の交付について】金融機関等で納付してから市役所で納付確認ができるまで、約１週間程度かかる場合があります。
　つきましては、納付後、早急に納税証明等が必要な場合は領収書等をご持参のうえ交付請求してくださいますようお願いします。



商品券の概要
◆名　称：「鹿児島県産牛肉・豚肉消費拡大商品券」
◆目　的：鹿児島県産牛肉・豚肉消費拡大商品券を発行・販売し、
　　　　  本県産牛肉・豚肉の消費拡大を図る。
◆内　容：20％プレミアム商品券を 2,000 万円分発行します。
◆購入資格：券の購入時点で、志布志市に住民登録のある市民
◆購入限度額：２万円／1人（２万円購入で２万４千円分の商品券）
◆使用期限：平成 25 年 1 月 31 日（木）まで使用できます。
◆購入に必要なもの：身分を証明できるもの（免許証、保険証等）
　※印鑑は必要ありません。

◆販売場所：● 志布志市役所　港湾商工課
　　　　　　● 志布志支所　　地域振興課
　　　　　　● 松山支所　　　地域振興課
　※市役所での販売は、平日のみ 9:00 から 16:00 までです。
◆使えるお店：商工会の会員で登録してある鹿児島県産牛肉・
　　　　　　　豚肉取扱い小売店

■問い合わせ先　
　志布志市役所港湾商工課　℡ 099-474-1111（内線 285）

2012.10 ■市報しぶし　322012.10 ■市報しぶし　3233　市報しぶし■ 2012.10

建設課からのおしらせです

住宅のリフォーム工事（改修、改築等）の助成について
　

地
域
の
経
済
対
策
と
し
て
、
市
内
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
事
業
登
録
工
事
店
を
利
用
し
て
自
宅
の
修
繕
や

改
築
、
増
築
な
ど
の
工
事
を
行
う
際
に
、
そ
の
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

市
内
に
あ
る
自
分
が
居
住
し
て
い
る
持
家
の
リ

フ
ォ
ー
ム
を
対
象
と
し
て
、
工
事
費
が
20
万
円
以
上
を

要
す
る
場
合
に
、工
事
費
の
15
％
を
補
助
し
ま
す
。（
た

だ
し
、
15
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。）

　

な
お
、
対
象
に
な
ら
な
い
工
事
を
は
じ
め
と
す
る
注

意
点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
を
お
考
え
の
際
は
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

企画政策課からのおしらせです

◆
助
成
事
業
利
用
者
の
声（
志
布
志
町
・
山
口
様
邸
）

　

市
外
に
住
む
娘
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

の
話
は
常
々
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
６
月

か
ら
志
布
志
市
で
も
受
付
が
始
ま
る
と
い

う
こ
と
で
知
り
合
い
の
業
者
さ
ん
に
お
願

い
し
、
早
速
申
請
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

工
事
も
思
っ
て
い
た
よ
り
も
早
く
終
わ
り
、
新
し

く
な
っ
た
お
風
呂
で
ゆ
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

↓

施
工
前

施
工
後

■
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み
・
問
い
合
わ
せ
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港湾商工課からのおしらせです

公用車の売却を行います
　市が使用していた公用車（特殊用途自動車モーターグレーダー）の売却を一般競争入札（期間入札）
により行います。

◆車両情報
　●コマツ　グレーダー　　●車台番号：Ｇ４０Ａ２－６６１７
　●原動機の型式：６Ｄ９５Ｌ
　●自動車登録番号：鹿児島 00 も 5859  
　●平成４年式　　●自家用　　●種別：大型特殊
　●乗車定員：１人　　●車両総重量：8255kg
　●燃料の種類：軽油　　●車検：平成 24 年 10 月 30 日
　●最低制限価格：１，５７５，０００円
◆車両説明会（下記期間において随時、建設課職員が案内する）
　平成 24 年 10 月 15 日（月）から平成 24 年 10 月 25 日（木）まで◆入札参加申込み期間

　平成 24 年 10 月 15 日（月）から平成 24 年 10 月 26 日（金）午後３時まで
◆入札書提出期間
　平成 24 年 10 月 22 日（月）から平成 24 年 10 月 26 日（金）午後３時までに志布志市役所本庁別
館２階 建設課維持係へ持参して下さい。（開札は、入札書提出期間 10 月 26 日午後３時〆切り後に行います。）
※説明会及び上記期間の受付は、すべて志布志市役所建設課維持係において午前９時から午後５時
　まで（土・日・祝日を除く）行います。（支所での受付等はしませんので、ご注意ください。）
※その他、詳細につきましては、お問い合わせください。

■問い合わせ・申し込み先　本庁 建設課 維持係
℡ 099-474-1111（内線 462・464）

財務課からのおしらせです

市有財産（土地）の購入申し込みを随時受付しています

◆志布志市では、利用予定のない市有財産（土地）について、購入申込の随時受付を行っています。
　※必ず現地をご確認ください。 
　※売却する土地は全て現状のまま引き渡します。後で造成等の工事は行いません。

１ 購入申込資格：地方自治法施行令第 167 条の４の規定に抵触せず、市税等の滞納がない個人または法人
２ 購入申込する場合の必要書類：市有財産購入申込書、印鑑証明書、身分証明書（法人の場合は法
　　　　　　　　　　　　　　　 人登記簿謄本）、納税証明書
３ 申込受付期限 : 平成 25 年２月 28 日（木）午前 9 時から午後 5 時まで（ただし、土・日曜・祝祭
　　　　　　　    日及び年末年始は除く）※郵送での申し込みは受付しません。
４ 提出先：志布志市役所財務課
５ 売却地：
物件 所在地 地目 面積 最低売却価格 接面道路状況及び概要

物件番号１、２、３は売却済み

４ 志布志市志布志町
安楽 190-38 宅地 815.41㎡ 1,402 万 5 千円 北側が幅員約 5.0 ｍの舗装市道に接する。

南側が幅員約 9.0 ｍの舗装市道に接する。

５ 志布志市有明町
伊﨑田 9208-1 宅地 1,125.39㎡ ３６６万７千円 北側及び東側に接道あり。

■問い合わせ・申し込み先　本庁 財務課 管財係
℡ 099-474-1111（内線 243） 商品券の概要

◆名　称：「ひまわり商品券 2012」
◆目　的：プレミアム付の商品券を発行・販売し、
　　　　　市内の消費拡大を図る。
◆内　容： 10％プレミアム商品券を１億円分発行します。
◆購入資格：券の購入時点で、志布志市に住民登録のある市民
◆購入限度額： 5万円／1人（5万円購入で5万5千円分の商品券）
◆使用期限：平成 25 年 1 月 31 日（木）まで使用できます。
◆購入に必要なもの：身分を証明できるもの（免許証、保険証等）
　※印鑑は必要ありません。

◆販売場所：● 志布志市役所　港湾商工課
　　　　　　● 志布志支所　　地域振興課
　　　　　　● 松山支所　　　地域振興課
　※市役所での販売は、平日のみ 9:00 から 16:00 までです。
◆使えるお店：商工会の会員で登録してある小売店

■問い合わせ先　
　志布志市役所港湾商工課　℡ 099-474-1111（内線 285）

鹿児島県産牛肉・豚肉消費拡大商品券
10月22日 ( 月 ) 発売！　　　　　

※ 限定販売のため売切れ次第販売を終了しますのでご購入はお早めに！

＋
プラス

10％

＋
プラス

20％

プレミアム付きひまわり商品券
　　　　　　　　10月22日 ( 月 ) 発売！
※ 限定販売のため売切れ次第販売を終了しますのでご購入はお早めに！



農政課からのおしらせです
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福祉課からのおしらせです

畑かん散水器具実演会を開催 !!

　

８
月
30
日
（
原
田
地
区
の
広
域
農
道
沿
い
）

８
月
31
日
（
伊
﨑
田
地
区
の
広
域
農
道
沿
い
）

の
２
カ
所
に
お
い
て
、
午
前
午
後
の
２
回
ず
つ

志
布
志
市
畑
か
ん
営
農
推
進
本
部
主
催
に
よ

る
、
畑
か
ん
散
水
器
具
の
展
示
及
び
実
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ま
ず
畑
か
ん
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
事

業
の
説
明
や
、
水
利
用
に
よ
る
実
証
効
果
等
の

説
明
が
あ
っ
た
後
、
散
水
器
具
メ
ー
カ
ー
４
社

か
ら
、
ス
マ
ー
ト
レ
イ
ン
、
ロ
ー
ル
カ
ー
、
レ

イ
ン
ガ
ン
、
散
水
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の
取
り
扱
い

の
説
明
と
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た

農
家
の
方
々
や
関
係
者
は
興
味
深
く
見
学
し
、

中
に
は
早
速
利
用
し
た
い
と
い
う
方
も
あ
り
、

盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　畑かん散水器具設置を申込まれる場合は、次の期日までにお願いします。
　  【●曽於南部地区及び第三曽於南部地区（有明町）平成 25 年 3 月末日まで】

■問い合わせ先
・本庁農政課畑かん推進係　℡ 474-1111（内線 431）　・志布志支所産業振興室　   ℡ 472-1111（内線 411）
・松山支所産業振興室　　　℡ 487-2111（内線 232）　・県畑かんセンター　　　   ℡ 482-2547
・曽於南部土地改良区　　   ℡ 471-0171

散水器具の実演に、多く
の人が訪れました。

「志布志農業振興地域整備計画変更案の縦覧期間に関する要領」制定のお知らせ

　田や畑などに住宅などを建てる際、そこが農用地区域に入っている場合、農用地区域からの除外の手続きをして
いただく必要があります。その手続きの過程で、農業振興地域整備計画の変更案について、広く住民への周知をは
かり、意見のある方は意見書を提出していただく期間（縦覧期間）が農振法（農業振興地域の整備に関する法律）
で 30 日間と定められています。
　今回、地方分権推進一括法（第２次）の制定（平成 23 年８月）により、農振法で定められている縦覧期間（30 日間）
が、おおむね 30 日間となり、案の縦覧期間を市町村独自で定めることが可能となりました（市町村が例示化する
こと）。よって、市では、住民からの除外申請許可手続の迅速化を図るためにこの要領を制定しました。縦覧期間
をこれまでより 15 日間短縮することとなったわけです。

　志布志農業振興地域整備計画変更案の縦覧期間に関する要領について
　農業振興地域の整備に関する法律（昭和 44 年法律第 58 号）第 11 条第１項の規定により、農業
振興地域整備計画の変更案の縦覧期間は、次のとおりとする。
平成 24 年９月３日

縦覧期間 その他

全体見直し 個別見直し 縦覧期間の最終日が市の休日の場合は、
その翌日まで縦覧に供することとする。30 日間 15日間

※参考
　地方分権推進一括法（第２次）：地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関
する法律（平成 23 年法律第 105 号）

■問い合わせ先　志布志市役所 農政課 農政係　℡ 099-474-1111（内線 426）

「障害者虐待防止法」が施行されました。

　　　　　　　　　～障害者への虐待を発見した方は通報の義務が生じます～

　「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律（通称：障害者虐待防止法）」
が平成 24 年 10 月１日に施行されました。
　この法律は、障害者への虐待を禁止するとともに、国民の責務として、障害者虐待の防止やその
家族の支援等の重要性に関する理解を深め、通報の義務や協力体制を求めています。
　また、学校、医療機関、障害者福祉施設等障害者に近い立場にある関係機関は、虐待の早期発見
に努めるよう規定されています。

１　身体的虐待　…　暴力や体罰によって、身体に傷やあざ、痛みをあたえること
　　例）平手打ちする。殴る。つねる。無理やり食べ物や飲み物を口に入れるなど
２　性的虐待　…　無理やりわいせつなことをしたり、させたりすること
　　例）性交。性器への接触。性的行為を強要する。裸にするなど
３　心理的虐待　…　おどし、侮辱などの言葉や態度、無視、嫌がらせなどによって精神的に苦痛を与えること
　　例）どなる。ののしる。「バカ」「あほ」など侮辱する言葉を浴びせる。子ども扱いするなど
４　放棄・放任（ネグレクト）　…　食事や入浴、排泄、洗濯などの世話や介助をせず、生活環境や身体・
　　精神状態を悪くすること
　　例）食事や水分を十分に与えない。劣悪な住環境で生活させる。必要な福祉サー
　　ビスを受けさせないなど
５　経済的虐待　…　本人の同意なしに財産や年金、賃金を使ったり、理由なく
　　お金を与えないこと
　　例）年金や賃金を渡さない。財産や年金、賃金を勝手に使う。生活に必要な
　　お金を与えないなど

　障害者が、家族、施設などの職員、職場などで虐待されていることに気づいた場合は、すみやかに通報
してください。虐待を防止するためには、一人ひとりの気づきが大きな鍵です。また、介護疲れなど障害
者の家族への支援が必要な場合もあります。通報された方の個人情報が他に漏れることはありませんので
ご連絡ください。

　通報後、市では情報収集や訪問を行い、緊急性がある場合は立入調査をし、被虐待者を保護します。

■志布志市障害者虐待防止センター（志布志市役所福祉課内）：
℡０９９ ‐ ４７４ ‐ １１１１（内線 172、173、160）

◆どのようなことが虐待なのでしょう。

　障害者虐待防止法第３条では、「何人も、障害者に対し、虐待
をしてはならない」と虐待の禁止を規定しています。虐待は、障
害者に限らず、その人の人権を揺るがし尊厳を傷つけるもので、
あってはならない行為です。一人ひとりが人権の主体として「虐
待を受けてはならない」という視点で、再度、虐待について考え
てみましょう。

◆虐待を見つけたら！
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Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ａ
ｔ
ｉｏ

ｎ

広
告

平
成
25
年
度
検
察
審
査
員
候
補

者
に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
へ

　

県
内
の
有
権
者
の
中
か
ら

１
２
０
０
人
が
、
無
作
為
に
検
察
審

査
員
の
候
補
者
に
選
ば
れ
ま
す
。

　

選
ば
れ
た
人
に
は
、 

11
月
中
旬
頃

に
「
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿
へ
の

記
載
の
お
知
ら
せ
（
封
書
）」
が
届

き
ま
す
の
で
、
必
ず
開
封
し
、「
質

問
票
・
回
答
用
紙
」
が
同
封
さ
れ
て

い
た
場
合
は
、
必
要
事
項
を
記
入
し

て
速
や
か
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

　

℡
０
９
９
‐
８
０
８
‐
３
７
１
９

９
月
と
10
月
は
農
作
業
事
故

　
　
　
　

ゼ
ロ
運
動
月
間
で
す

　

９
月
か
ら
10
月
は
、
稲
刈
り
や
さ

つ
ま
い
も
の
収
穫
な
ど
農
作
業
が
忙

し
く
な
り
ま
す
の
で
、
農
作
業
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
安
全
対
策
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

◆
ほ
場
へ
の
進
入
路
や
路
肩
な
ど
段
差

　

の
あ
る
場
所
で
は
、
機
械
の
転
落
・

　

転
倒
に
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
転
落
・
転
倒

　

事
故
防
止
の
た
め
、農
道
の
路
肩
・

　

側
溝
回
り
や
ほ
場
の
畔
際
は
、
草

　

刈
り
を
行
い
、
目
視
で
き
る
よ
う

　

に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
も
し
も
の
転
落
・
転
倒
に
備
え
て

　

安
全
キ
ャ
ブ
や
安
全
フ
レ
ー
ム
は

　

正
し
く
装
着
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
道
路
走
行
中
は
、
左
右
の
ブ
レ
ー

　

キ
ぺ
ダ
ル
は
必
ず
連
結
し
て
お
き

　

ま
し
ょ
う
。

◆
耕
う
ん
機
で
は
、
い
つ
で
も
緊
急

　

停
止
で
き
る
よ
う
に
注
意
す
る
と

　

と
も
に
、作
業
環
境
に
留
意
し
て
、

　

挟
ま
れ
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◆
く
れ
ぐ
れ
も
「
自
分
だ
け
は
大
丈

　

夫
」
と
思
わ
ず
、
ゆ
と
り
を
も
っ

　

て
、
無
理
の
な
い
農
作
業
に
心
が

　

け
ま
し
ょ
う
。

「
行
き
帰
り 

慣
れ
た
道
こ
そ 

注
意
し
て
」

２
０
１
３
年
版
鹿
児
島
県
民
手

帳
が
発
売
さ
れ
ま
す

　

県
民
手
帳
は
、
暮
ら
し
に
役
立
つ

鹿
児
島
県
の
情
報
が
満
載
で
す
。
日

頃
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
の
ほ
か
に

資
料
と
し
て
幅
広
く
使
え
ま
す
。

◆
掲
載
内
容

●
人
口
・
産
業
な
ど
、
県
・
市
町
村
・

　

全
国
の
主
要
統
計
デ
ー
タ

●
県
内
の
主
要
官
公
庁
・
団
体
・
機

　

関
の
一
覧

●
県
内
各
地
の
催
し
等

●
県
内
の
道
の
駅
一
覧
及
び
県
内
主

　

要
ふ
る
さ
と
シ
ョ
ッ
プ

◆
規
格
：
サ
イ
ズ
15
セ
ン
チ
×
8.5
セ
ン
チ

　

表
紙
の
色
は
、
黒
と
赤
の
２
種
類

◆
価
格
：
５
０
０
円

◆
申
し
込
み
期
限
：
11
月
９
日
（
金
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

●
本
庁 
情
報
管
理
課
地
域
情
報
係

　

℡
０
９
９
‐
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
２
２
）

●
志
布
志
支
所 
地
域
振
興
課

　

℡
０
９
９
‐
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
５
１
）

●
松
山
支
所 

地
域
振
興
課

　

℡
０
９
９
‐
４
８
７
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

※
代
金
は
、
県
民
手
帳
受
取
時
に
お

　

支
払
い
く
だ
さ
い
。（
11
月
中
旬

　

よ
り
引
き
渡
し
予
定
）

※
個
人
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
が
、

　

自
治
会
の
申
し
込
み
と
二
重
に
な

　

ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
第
２
回
「
子
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

　

児
童
・
生
徒
の
「
い
じ
め
」
に
関

す
る
報
道
が
相
次
ぐ
な
ど
、「
い
じ

め
」
問
題
に
対
す
る
社
会
の
関
心
が

高
ま
っ
て
お
り
、
同
種
事
案
の
連
鎖

的
な
発
生
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
を
緊
急
に
実
施
し
ま
す
。

　

い
じ
め
、
体
罰
、
虐
待
に
関
す
る

こ
と
な
ど
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。
相

談
に
は
法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁
護

委
員
が
応
じ
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
実
施
機
関

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局

　

鹿
児
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
絡
会

◆
実
施
期
間
等

●
実
施
期
間
：

　

平
成
24
年
10
月
22
日　
（
月
）
か
ら

　

平
成
24
年
10
月
28
日　
（
日
）
ま
で

◆
受
付
時
間
：

●
平
日
：
午
前
10
時
～
午
後
９
時

　

※
時
間
を
延
長
し
て
実
施
し
ま
す
。

●
土
・
日
曜
日
：
午
前
10
時
～
午
後
５
時

◆
電
話
番
号

　

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０
（
全
国
共
通
・
無
料
）

　

※
IP
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

℡
０
９
９
‐
２
５
９
‐
０
６
８
４
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難
病
巡
回
相
談
（
重
症
筋
無
力

症
）
が
開
催
さ
れ
ま
す

◆
日
時
：
平
成
24
年
11
月
14
日
（
水
）

　

午
後
１
時
受
付
～
午
後
４
時

◆
場
所
：
志
布
志
保
健
所
2
階
会
議
室

◆
対
象
者
：
特
定
疾
患
治
療
研
究
事

　

業
受
給
者
及
び
家
族
、
関
係
者(

志

　

布
志
保
健
所
管
内
居
住
者
）
約
19
名

◆
対
象
疾
患
：
重
症
筋
無
力
症

◆
内
容
：
講
話
「
重
症
筋
無
力
症
と

　

う
ま
く
つ
き
あ
う
方
法
」

　

講
師 

南
九
州
病
院 

神
経
内
科 

園

　

田
至
人 

先
生
の
他
、
質
疑
応
答

　

や
患
者
交
流
会
な
ど

◆
申
込
締
切
：
平
成
24
年
11
月
９
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
：
志
布
志
保
健
所

　

℡
０
９
９
‐
４
７
２
‐
１
０
２
１

　
（
月
～
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

　

鹿
児
島
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

相
談
課　

担
当　

笹
原

　

℡
０
９
９
‐
２
１
８
‐
３
１
３
３

　
（
火
曜
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始
を
除
く

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

鹿
児
島
矯
正
展

　

矯
正
展
は
、
法
務
省
が
主
唱
す
る

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
環

と
し
て
、
刑
務
所
、
少
年
院
、
少
年

鑑
別
所
な
ど
矯
正
施
設
の
業
務
内
容

な
ど
を
広
く
紹
介
し
、
製
作
し
た
作

業
製
品
等
の
展
示
販
売
を
通
じ
て
矯

正
行
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
：
平
成
24
年
11
月
3
日
（
土
）

　

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

　

平
成
24
年
11
月
4
日
（
日
）

　

午
前
9
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

◆
場
所
：
鹿
児
島
刑
務
所

◆
内
容
：
パ
ネ
ル
展
示
、
施
設
見
学
、

　

刑
務
所
作
業
品
の
展
示
即
売
、
更

　

生
保
護
女
性
連
盟
等
に
よ
る
バ
ザ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
刑
務
所

　

℡
０
９
９
5
‐
７
５
‐
２
０
２
５

十
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す

　

適
正
な
土
地
利

用
に
よ
り
、
適
正
な

生
活
環
境
や
暮
ら
し

や
す
い
街
づ
く
り
を

進
め
ま
し
ょ
う
。
一

定
面
積
以
上
の
大
規

模
な
土
地
取
引
に
つ

い
て
届
出
制
（
事
後
）
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

◆
届
出
の
必
要
な
土
地
取
引（
売
買
・

　

交
換
・
代
物
弁
済
な
ど
）

●
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に
つ

　

い
て
売
買
の
取
引
を
行
っ
た
場
合

　

に
届
出
が
必
要
で
す
。

・
都
市
計
画
区
域　

5
千
㎡
以
上

・
都
市
計
画
区
域
外　

1
万
㎡
以
上

◆
届
出
方
法

　

契
約
（
予
約
を
含
む
）
を
締
結
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
2
週
間
以
内

に
、
土
地
の
所
在
す
る
役
所
の
国
土

利
用
計
画
法
担
当
窓
口
へ
届
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

笑
顔
を
つ
な
ご
う
街
づ
く
り

　
　

未
来
へ
つ
な
ご
う
土
地
活
用

■
問
い
合
わ
せ
先
：
本
庁 

建
設
課
用
地
係

　

℡
０
９
９
‐
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
４
６
８
）

さ
ん
ふ
ら
わ
あ
を
利
用
す
る
ツ

ア
ー
を
助
成
し
ま
す

　　

大
隅
総
合
開
発
期
成
会
で
は
、「
さ

ん
ふ
ら
わ
あ
」
志
布
志
・
大
阪
航
路
の

利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
さ
ん
ふ
ら
わ

あ
を
往
復
利
用
す
る
ツ
ア
ー
に
対
し
旅

行
代
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
助
成
対
象
ツ
ア
ー

①
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
で
行
く
古
都
奈
良

　

公
園
と
堺
３
日
間

②
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
で
行
く
ダ
ッ
ク
ツ

　

ア
ー
と
豪
華
バ
イ
キ
ン
グ

③
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
で
行
く
な
ん
ば
グ

お
知
ら
せ

広
告

広
告

ゆったりと、くつろぎの旅を満喫…



広告

Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ａ
ｔ
ｉｏ

ｎ

広告 広告
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編
集
後
記

　

朝
夕
ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
を
感
じ
ら
れ
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
▼
ま
ち
の
話
題
に
は
「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
で
し
ょ

う
か
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
話
題
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
ま
た

市
内
で
は
学
校
、
地
域
な
ど
の
運
動
会
が
多
く
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
▼
写
真
撮
影
と
取
材
を
兼
ね
て
、
い
く
つ
か
の
小
中

学
校
を
訪
れ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
ど
こ
も
地
域
の
特

色
が
で
た
素
晴
ら
し
い
運
動
会
で
し
た
。
特
に
生
徒
数
が
少

な
い
学
校
で
は
、
地
域
で
暮
ら
す
お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま

で
参
加
し
た
、
と
て
も
温
か
い
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
も
の

で
し
た
。
▼
今
月
も
様
々
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
「
市
報
し

ぶ
し
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
様
々
な
記
事
を
掲
載
す
る

に
あ
た
っ
て
の
取
材
を
思
い
返
し
て
み
る
と
、
老
若
男
女
、

い
ろ
ん
な
出
会
い
が
あ
り
、
驚
く
よ
う
な
発
見
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
▼
「
人
と
会
っ
て
話
を
す
る
」
こ
と
を
仕
事
に
し

て
い
る
こ
と
が
、
ど
れ
だ
け
自
分
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
。取
材
に
協
力
し
て
く
れ
る
皆
様
に
感
謝
で
す
。（
國
重
）

■松山地区　
1 0 月 　 　 　 大迫建設 　℡ 487-2058
1 1 月 　 　 　 加世田建設 　℡ 487-2057
■志布志地区 
10 月９日～ 10 月 15 日 山本組 ℡ 472-1101
10 月16 日～10 月22 日 宮崎水道 ℡ 472-1081
10 月23 日～10 月29 日 高吉組 ℡ 472-0721
10 月30 日～11 月5 日 崎田建設 ℡ 473-0050
11 月６日～11 月12 日 志布志水道 ℡ 472-3540
11 月 13 日～ 11 月 19 日 山本組 ℡ 472-1101
■有明地区
10 月７日～ 10 月 13 日 有徳設備 ℡ 475-1596
10 月 14 日～ 10 月 20 日 池崎建設 ℡ 475-2068
10 月 21 日～ 10 月 27 日 郡山工業 ℡ 475-0008
10 月 28 日～ 11 月３日 西江建設 ℡ 474-2113
11 月４日～ 11 月 10 日 山中水道 ℡ 474-1440
11 月 11 日～ 11 月 17 日 有徳設備 ℡ 475-1596
■ 基本料金だけの水道利用者の皆様へ
　水道料金は、休止の手続き（休止届の提出）をされない
と基本料金が発生します。水道使用の予定がない場合は、
休止の手続きをお勧めします。なお、休止されていた水道
を再度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

水道修繕当番店

　

ラ
ン
ド
花
月
１
０
０
周
年
記
念
特

　

別
公
演

※
日
程
、
旅
行
代
金
等
、
詳
し
く
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
す
べ
て
の
ツ
ア
ー
に
は
添
乗
員
が

　

付
き
ま
す
。
移
動
は
専
用
バ
ス
に

　

な
り
ま
す
。

※
２
泊
と
も
、
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
の
船

　

中
泊
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

①
の
ツ
ア
ー
の
お
問
い
合
わ
せ

　
（
株
）
タ
ビ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン

　

℡
０
９
９
４
‐
４
０
‐
２
１
０
０

　

②
、
③
の
ツ
ア
ー
の
お
問
い
合
わ
せ

　
（
株
）
サ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド

　

℡
０
９
９
４
‐
３
１
‐
１
６
１
６

親
子
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　　

志
布
志
消
防
署
で
は
、
消
防
を

知
っ
て
も
ら
い
、
身
近
に
感
じ
て
ほ

し
い
と
の
思
い
で
、「
親
子
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
企
画
し
ま

し
た
。
消
防
救
助
訓
練
や
消
防
車
両

の
見
学
、
放
水
体
験
は
し
ご
車
体
験

搭
乗
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験

な
ど
、
消
防
署
な
ら
で
は
の
催
し
が

満
載
で
す
。
ぜ
ひ
お
子
様
と
ご
一
緒

に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日
：
平
成
24
年
11
月
４
日（
日
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
12
時
ま
で

◆
場
所
：
志
布
志
消
防
署

◆
主
催
：
大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合

■
問
い
合
わ
せ
先

　

志
布
志
消
防
署

　

℡
０
９
９
‐
４
７
２
‐
０
１
１
９

宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談

　

宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

◆
実
施
日
：
平
成
24
年
11
月
29
日（
木
）

◆
時
間
：
10
：
00
～
15
：
00

◆
場
所
：
鹿
屋
市
役
所 

６
階

◆
相
談
内
容
：
土
地
や
建
物
の
取
引

　

に
関
す
る
こ
と
、
税
金
に
関
す
る

　

こ
と
、
相
続
や
贈
与
に
関
す
る
こ

　

と
、
登
記
に
関
す
る
こ
と　

な
ど

◆
相
談
員
：
弁
護
士
、
税
理
士
、
土

　

地
家
屋
調
査
士
、
司
法
書
士

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
土
木
部
建
築
課
管
理
係

　

℡
０
９
９
‐
２
８
６
‐
３
７
０
７

合
同
行
政
相
談
の
開
催

　

志
布
志
市
で
は
、
次
の
と
お
り
行

政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
道

路
、
登
記
、
税
金
、
年
金
、
労
働
な

ど
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◆
実
施
日
：
平
成
24
年
10
月
18
日（
木
）

◆
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場
所
：
志
布
志
市
役
所　

本
庁

　
　
　
　

別
館
１
階
A
会
議
室

◆
行
政
相
談
員
：
中
村
睦
子
、

　

佐
野
ス
ミ
、
原
口
済

た
す
く

■
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁
総
務
課
文
書
法
制
係　

　

℡
４
７
4
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
２
４
）

●
松
山
支
所
地
域
振
興
課
総
務
係　

　

℡
４
８
７
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

●
志
布
志
支
所
地
域
振
興
課
総
務
係

　

℡
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
５
２
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
日
本

リ
ー
グ
公
式
戦
が
開
催
さ
れ
ま
す

◆
日
時
：
平
成
24
年
11
月
18
日
（
日
）

　

午
前
10
時
開
場
、
前
座
試
合
、
セ
レ

　

モ
ニ
ー
後
、
午
後
２
時
か
ら
試
合
開
始

◆
場
所
：
志
布
志
市
運
動
公
園
体
育
館

◆
入
場
料
：
一
般
・
前
売
券
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
１
５
０
０
円
）

　

小
・
中
・
高
校
生
：
５
０
０
円

　

乳
幼
児
：
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
屋
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

　

０
９
０
‐
４
３
４
１
‐
５
４
１
５
（
友
岡
）

✚ 10 月・11月の日曜・祝日当番医 ✚

※夜間に病気や怪我で困ったと
きは「曽於郡医師会夜間急病セ
ンター（曽於郡医師会立病院内 )」
までお問い合わせください。

（℡ 482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日
の救急診療機関は、電話でのテー
プ案内（℡ 0986-23-5555）を行っ
ていますのでご活用ください。

11 月

10 月

11 月
３日 手塚クリニック （内科、外科） ℡ 472-5565

山下クリニック （内科、外科） ℡ 487-9001

４日 松下医院 （内科、外科） ℡ 472-1124

山口内科 （内 科） ℡ 473-1188

11 日 びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

みやじクリニック （内科、放、呼、胃） ℡ 471-5000

18 日 えびはら皮膚科 （皮膚科） ℡ 471-5000

陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

10 月
14 日 大山病院 （内 科） ℡ 472-1400

びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

21 日 井手小児科 （小児科） ℡ 473-3211

陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

28 日 石神診療所 （内科、皮膚科） ℡ 474-0107

藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

市 営 住 宅 空 き 家 情 報
（ 松 山 地 区 ）

市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。

●松山団地 278 号　　　　４DK　特賃住宅

　世帯向け１戸建　家賃 37,000 円（所得制限あり）

●馬場団地 222 号　　　　 ３K　公営住宅

世帯向け長屋　家賃 10,600 円～（所得制限あり）

●桜山団地 331 号　　　　 ３DK　公営住宅

世帯向け３階建　家賃 13,300 円～（所得制限あり）

●京ノ峯団地 591 号　　　 ４DK　特賃住宅

世帯向け平屋　家賃 37,000 円（所得制限あり）

●尾野見団地 513 号　　　　 ３DK　公営住宅

世帯向け３階建　家賃 14,300 円～（所得制限あり）

■問い合わせ・申し込み先　

●市役所建設課管理係　　℡ 474-1111（内線 467）

●松山支所建設課管理係　℡ 487-2111（内線 253）

10
月
・
11
月
の
行
事
予
定

● 

げ
ん
き
市
（
昭
和
通
付
近
）

　
　

毎
週
金
・
土
曜
日
（
９
時
～
15
時
）

● 

戌
の
市
（
宝
満
寺
公
園
）

　
　

10
月
16
日
、
10
月
28
日
、
11
月
９
日
、

● 

花
野
果
市
（
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　
　

10
月
28
日
（
９
時
～
12
時
）

● 

駅
通
り
会
土
曜
朝
市
（
ア
ピ
ア
前
駐
車
場
）

　
　

毎
月
第
１
、
第
３
土
曜
日
（
７
時
～
11
時
）

● 

ぽ
っ
ぽ
市
（
JR
志
布
志
駅
前
）

　
　

毎
月
第
１
日
曜
日
（
８
時
～
13
時
）

● 

そ
ば
処
ち
ん
た
ら
庵
（
国
道
２
６
９
号
線
沿
）

　
　

火
曜
日
（
そ
ば
）・
日
曜
日
（
野
菜
等
販
売
）
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　11 月号は 11 月 12 日
　に発行予定です。

志布志市くらしのカレンダー

1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 宇都鼻研修センター）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻農村研修センター）

10/13

食育講演会「日本食の好きな子どもに育てるために」
　　　　　　　　　　(10:00～12:00 市文化会館)

14

特定健診・がん検診（7:00～9:00受付 健康ふれあいプラザ）※1
15

特定健診・がん検診（7:00～9:00受付 健康ふれあいプラザ）※1

心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
法律相談（13:00～15:00 志布志支所５F会議室）要予約※2

消費生活巡回相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）

三種混合予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）

16

特定健診・がん検診（7:00～9:00受付 健康ふれあいプラザ）※1
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

母子手帳交付（13:30～16:30本庁保健課窓口）
1歳6ケ月児健康診査/麻疹風疹Ⅰ期予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

17

特定健診・がん検診（7:00～9:00受付 健康ふれあいプラザ）※1
合同行政相談（10:00～15:00 本庁別館Ａ会議室）18

文化の日

女性がん検診（志布志地区）※1
心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）

法律相談（13:00～15:00 本庁3F会議室）要予約※3
心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
女性がん検診（志布志地区）※1
不活化ポリオ予防接種（13:30～14:00受付 市文化会館）

女性がん検診（志布志地区）※1

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
消費生活巡回相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

母子手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

女性がん検診（志布志地区）※1

女性がん検診（志布志地区）※1
育児学級（9:30～10:00受付 松山やっちくふれあいセンター）
育児相談(10:30～12:00 松山やっちくふれあいセンター）

特定健診・がん検診（7:00～9:00受付 健康ふれあいプラザ）※1
1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 松山やっちくふれあいセンター）
育児相談（10:30～12:00 松山やっちくふれあいセンター）

19

特定健診・がん検診（7:00～9:00受付 健康ふれあいプラザ）※120

特定健診・がん検診（7:00～9:00受付 健康ふれあいプラザ）※1
21

特定健診・がん検診（7:00～9:00受付 健康ふれあいプラザ）※1
心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）22

特定健診・がん検診（7:00～9:00受付 健康ふれあいプラザ）※1

2歳6ヶ月児歯科検診（13:00～13:30受付 有明改善センター）
23

(日)

母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）24

3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
25

26

27

28

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※１ 場所・時間の詳細は、対象者に配布される受診票をご覧になるか、本庁保健対策係にお問い合わせください。
※２ 法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡472-1111（内線352）までご連絡ください。
※３ 法律相談は事前予約制になります。本庁総務課文書法制係　℡474-1111（内線224）までご連絡ください。

日曜当番医は39ページに掲載しています

5歳児歯科検診（13:00～13:30受付  健康ふれあいプラザ）
30

31

三種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

不活化ポリオ予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

乳児健康診査/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）

29
両親学級（9:20～9:30受付 健康ふれあいプラザ）
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